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データベースは、 わが国の情 報化の進展上、重要な役割を果たす もの と期待 されてい る。

今後、デ ータベースの普及 により、わが国 において健全 な高度情報化社会 の形成が期待 さ

れ る。 さ らに海外 に対 して提供 可能なデー タベースの整備 は、国際的な情報化への貢献お

よび自由な情報流通の確保の観点か らも必要である。 しか しなが ら、現在 わが国で流通 し

て いるデ ータベ ースの 中でわが国独 自の ものは1/3に す ぎないのが現状 であ り、わが国

データベ ースサー ビスひいてはバ ラ ンスあ る情報産業の健全な発展 を図 るためには、わが

国独 自のデータベ ースの構築およびデータベース関連技術の研究開発を強力に促進 し、デ

ータベ ースの拡充を図 る必要が ある
。

このような要請 に応え るため、㈱データベース振興セ ンターでは 日本 自転車振興会か ら

機械工業振興資金の交付を受けて、データベースの構築 および技術開発について民間企業、

団体等に対 して委託事業を実施 している。委託事業の内容 は、社会的、経済的、国際的に

重要で、 また地域お よび産業の発展の促進に寄与する と考え られているデータベ ースの構

築 とデー タベ ース作成の効率化、流通の促進、利用 の円滑化 ・容易化などに関係 したソフ

トウェア技術 ・ハー ドウェア技術である。

本事業の推進 に当た って、当財団に学識経験者の方 々で構成 され るデータベ ース構築 ・

技術開発促進委員会(委 員長 前 山梨学院大学教授 蓼沼良一 氏)を 設置 してい る。

この 「高効率化 先進材料 ファク トデータベ ースのパ ッケー ジ化」 は平成7年 度のデータ

ベースの構築促進 および技術開発促進事業 として、 当財団が働次世代金属 ・複合材料研究

開発協会 に対 して委託実施 した課題の一 つであ る。 この成果が 、データベ ースに興 味をお

持 ちの方 々や諸分野 の皆様方のお役 に立てば幸いである。

なお、平成7年 度 データベ ースの構築促進および技術開発促進事業で実施 した課題 は次

表の とお りであ る。

平成8年3月

財団法人 データベース振興セ ンター

し





平成7年度 データベース構築・技術開発促進委託課題一覧

分 野 課 題 名 委 託 先

1法 的デー タベースにおける多分野デー タベースの統 ㈱ 日本法律情報セ ンター

合一体的管理 とオフ ・オンラインの融合化に関する

社 会 調査 、研 究

2新 聞記事 分類キーワー ドの標準モデル構築 と自動付 ㈱ エ レ ク トロニ ッ ク ・ライ ブ ラ

与に関する調査研究 リ ー

3パ ソコンを用いた地図デー タベースの基礎構築 ㈲朝 日デー タサー ビス

4景 観 シ ミュ レー シ ョン用樹 木 のデ ー タベ ース構築 ㈱ス トゥデ ィオサカイ

.5包 装機械 データベースの構築 (社)日 本包装機械工業会

中小企業振興 6新 規事業創 出支援のためのデータベース構築に向け ㈱ 日本 イ ンテ リジ ェ ン ト トラス

地 域 活 性 化 た基礎調査 ト

7高 効率化先進材料 ファク トデータベースのパ ッケー (財)次 世代金属 ・複合材料研

ジ化 究開発協会

8阪 神 ・淡路大震i災の情報デジタル ・アーカイブ 神 戸 マ ルチ メデ ィア ・イ ンター

ネッ ト協議会

9Mosaicの 利 用 に よ るマ ルチ メデ ィアデ ー タベ 日本電子開発㈱

一ス検索 システムの構築

10大 規模データベースにおける構造化情報抽出方式 の ㈱ 日本総合研究所

技 術 調査

11モ ー パ イ ルデ ー タベ ー ス システ ム に関 す る調 査研 究 ㈱ イフ ・ア ドバ タ イジ ング

12情 報 収集 ロボ ッ トによ るInternetで のWWW所 在 検 口外 アソシエーツ㈱

索デー タベースの構築

13イ ン ハ ウ スデ ー タベ ース用CGI作 成 の調 査研 究 日本電子計算㈱





ま えが き

ドラ ッガーは 「ポス ト資本主義」 という本の中で 「重要な ことは、現実に支配力を持つ

資源、最終決定を下 しうる生産要素は、今 日、資本で も、土地で も、労働で もない。それ

は、知識だ とい うことであ る」 と述べてい る。知識が時代を規定 し、知識が新 しい時代を

開 くとき、知識の獲得 と知識 の創造は もっとも重要 な仕事 にな る。個人、組織、そ して国

家の中で知識 を産み出 し、管理 し、増補す る仕事は極めて重要 な ことにな る。 この仕事 を

効率的に行 うための システムを我 々は考えな くてはな らない。 こうした観点か らデータベ

ースの役割はます ます重要 とな り
、来た るべき超分散ネ ッ トワー クデータベースシステム

へ向けて既存のデー タベースを再構築す る必要が早晩生 じて くる。

先進複合材料のデー タベースの構築 は、平成元年度、同2年 度 、同4年 度 の各年度 に

「財団法人 データベース振興セ ンター」の委託を受 け、 「財団法人 次世 代金属 ・複合

材料研究開発協会 」に 「先進複合材料データベース(ACMDB)委 員会」を設 け、計画

と調査を実施 し、 さらにプロ トタイプの構築を進め、それのハ ー ドとソフ トを高性能化す

ることによ りシステム として完成度の高い もの となった。 この過程で構築されたデータベ

ース(PRODACOM)は フロ ッピィーディス クにより頒布 されて いる。一方、 これ ら

の開発研究を通 して得 られ た成果は設計に役立っ材料データベ ースの構築 とい う容易 な ら

ざる課題 を解決 して行 くための多 くの重要 な方向を示唆 した。

しか しなが ら、 こうして頒布 されるデータベースは本質 的な問題を抱えていた。それ は、

データの メイ ンテナ ンスと提供す るサー ビスのメインテナ ンスが容易でない ことである。

一方
、パ ソコ ン通信で実現 され る従来のサーバー/ク ライア ン ト型のデータベ ースで は端

末の機能が低 く、 この ため提供 されるサー ビスに限界が あ った。 こうした状況を根本的 に

変えるシステムが イ ンターネ ッ トを利用 したデータベース システムであ る。 ここでは、ユ

ーザ側の機能が極めて向上 し
、それ にともなってデータベ ース側のサー ビス も高機能化で

きることにな る。

本研究は、 これ まで構築 して きた先進複合材料データベ ースを こうした最近の技術的状

況の変化に対応 させ、 より高範 囲のユーザが極 めて容易 にそのサ ー ビスを受 け られるよ う

な システムを開発すべ く実施 された。 ここで得 られた成果 は今後の本格 的な超分散 ネ ッ ト

ワークデータベー スへの大 きな一歩になると考え られ る。

本報告書を まとめ るにあた り、委員各位な らびに積極的 な支援をいただいた 「財団法人

データベ ース振興セ ンター」 に感謝 申 し上 げる次第であ る。

先進複合材料データベース委員会

委員長 三 木 光 範
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1.概 要

先端産 業(航 空、宇 宙、エネルギ ー等)に 必要 な有機 、金 属及 びセラ ミックス等先進複

合材料に関す る論文集や ファク トデ ータを活用す るため、その検索 ソフ トとアプ リケーシ

ョンソ フ トを利用 マニ ュアル と共 にマルチメデ ィア化 して大 容量電子媒体(CD-R等)に ワ

ンパ ッケージ化 した。

1.1目 的

1)当 協会が管理す る先進複合材料 関連研究情報 をデータベ ース(DB)化 し、業界 にお

け るその利用普及を図 る。

2)特 に ファク トDBを 利用す る場合、構造が輻鞍 して いるので、GUIお よびヘ ルプ シ

ステムを充実 し、 当該DBを 扱い易 くす る。

3)こ れ らの コ ンテ ンツをHTMLに よ り記述 し、CD-Rに パ ッケ ー ジ化 し、利用環境

の拡大 を図 ると共 にLAN環 境 およびイ ンターネ ッ ト㎜ サ ーバ ーでの情 報発信が 出来

るよ うにす る。

1.2実 施経緯

当該事業 は、 当協会 内の主任研究員の下に専任研究員1名 を置 き、委員会形式の審議機

関(平 成7年 度ACMDB委 員会)を 設 けた体制で実施 した。委員には当該 テーマが 関与す る

材料DB関 連の大学および国立研究機関研究者、 ソフ トシステム大学研究者等4人 にお願

い した。

システム仕様設定 のための事前検証作業 は専門技術者に依頼 し、仕様設定後、 プログラ

ムの作成、デ ータ入力 と変換作業等の一部 は外注作業 と した。

ROM化 パ ッケー ジ実施前後 に、 当該ACMDB委 員会委員によるDB動 作の評価を願 った。

2.実 施結果の概要

当該DBデ ータ と して、 当協会が所有す る先進複合材料デ ータベ ース(PRODACOM:DB構

造 は付録A参 照)の 既存 データ4171件 を市販RDB(MS-Access)ソ フ トにデータ変換移植

入力 した他、先進材料開発に係わ る最新論文50件 の情報 データを新規入力 した。

また、上 記データを利用す るアプ リケーシ ョンとして、索引メニ ュー、DBア クセスプ

ロ グラム、SQL検 索、統計解析/単 位変換、ヘルプ システ ム等の プログラムを開発 して

付加 した。

更に、WWWブ ラウザを利用 してCD-Rへ のパ ッケージ化す る前後にプロ トタイプを

評価 し、実用化を確認 した。

2.1シ ステム構成 とフ ァイルの作成

図1に 今回制作 したRIMCOFDBの 全体構成を示す。 また、図2に このDBの ホ
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一 ムペ ー ジ、 図3にDB選 択 メ ニ ュ ー を示 す。

また 、図4に 協会 管 理 論文 類 の メニ ュ ーを 、 図5に フ ァ ク トDBの メニ ュー を示 す 。

図1RIMCOFデ ー タベ ー ス全 体 構 成(注:□ 部 は今 回試 行部)

ユ ー ザ ー

↓

WelcometoRIMCOFDATABASE

英語環境

目 語環境

(1)協 会紹介 の要覧

(2)協 会賛助会員への通信誌

(3)協 会 主催 のシンポジウム資料

No.47号

H7年 度

H8年 度

超耐環境性先進材料

シンポジウム予稿集

以上は英語環境も同じ　 ∴1:ll

.x
(5)超 耐環境性先進材料プロジェクト報告書資料

(6)フ ァク トデ ー タベ ー ス

先進複合材料DB FRP・DB

FRM・DB

試験規格類

SQL,イ ンターフェース

追加App

PRODACOMDB

超耐環境性先進材料DB

(7)協 会 よ り
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図2DBホ ー ムペ ー ジ

WELCOMETORIMCOFDATABASE
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図3DBメ ニ ュ ー

働 次世res会ノ穿 ・復 元今材料研究廃残 協会

デー タベー ス内容 メニ ュー

(1)協 会紹介の豊麗

(2)協 会賛助会員への通信誌

(3)協 会主催の シンポジュウム資料

平成七年度 第六回超耐環境性先進材料 シンポ ジュム予稿集

(4)協 会の受託事業報告書資料

(5)超 耐環境性先進材料 プロジェク ト報告書資料

(6)フ ァク トデータベース

先進複合材料DBプ ラスチ ック基FRP・DB

金属基FRM・DB

超耐環境性先進材料DB

(7)協 会 より
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図4論 文選択和英文 メニ ューの例

協会主催 の シンホ9ジュム黄ζ抑
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図5フ ァクトデータベース先進複合材料のDBの 主メニュー

VisualBasicVer.3とMS-ACCESSVer.2に

よ る 先 進 複 合 材 料Databaseシ ス テ ム

この システ ム は、WWWの 機 種 に依 存 しな いイ ン タ ラ ク テ ィブな 環境 を利

用 し、VisualBasicVer.3とMS-ACCESSVer.2を 用 い て 、 多 く の 既

存 の デ ー タ ベ ー ス を柔 軟 に利用 可能 とす る 、新 た な デ ー タベ ース シス テ ム

を 構築 す るた めの 実験 システ ム です。

●先進複 合 材料 デ 三夕ベ.三ス の概 要

●材 料 デ ータ ベ=ス テ.「 ブル=覧
●表 示 項 目、の 設 定 く二 股 検 索 用)
●単 位 変 換 の 設 定

● 「=般 検 索

●SQL形 式 延 よ る 検 索

材 料 デ ー タ ベ ー ス テ ー プ ル ー 覧

テ ーブル 名をク リックする とフィール ド名一覧 を表示 します。

0内 は検索 時に用 いるための テーブル名です。
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2.2プ ログラムの作成

本 システムは企業間等の組織 内でのLAN(localareanetwork)環 境での利用を基本 と

している。多 くの組織体で は近年 イ ンターネ ッ トへの接続は少 な くて も、独 自のLANを

有 して いる場合が多 い。 こうした場合にはLANに 接続 され た1台 のPCを データベ ース

サ ーバ ーにす る ことによ り、LANに 接続 されたすべての コ ンピュー タか らデータベ ー

スを利 用す ることがで きる。重要 な ことは、 この場合 クライア ン トの機種 はPCで も、

Macで も、あ るいはUNIXで もよ く、単にWebの ブラウザがイ ンス トールされてい

るだけでよい。従 来の クライアン ト/サ ーバー型のデータベー スで はクライア ン トに特別

なアプ リケーシ ョンが必要であ る。 もし、組織体のLANが イ ンターネ ッ トに接続 されて

いれば ここでのデータベ ースは異 なる組織体で も利用で きることにな る。 こうした場 合の

利用形態を図6(a)に 示す。

一方
、LAN環 境が存在 しないスタ ン ドアロン環境で本デ一夕ベ スを利用す る場合 に備

えて、 ここでは図6(b)に 示す よ うに、ユーザか らの情報 を受 け取 りデ ータベースを操

作す るスク リプ トを追加 した。 これ によ って、httpdと ブラウザが同時 に作動で きな

いスタ ン ドアロ ン環境 において もLAN接 続 された システムと同様の機能が発揮で きるよ

うに した。

本 システムはこれ ら両方の利用環境 に適合す るよう、初期設定時にいつれか の利用形態

を選択 してセ ッ トア ップで きるよ うにな って いる。 こう したセ ッ トア ップ プログラム も

CD-Rに すべ てパ ッケ ージ化 されて いる。

図6パ ッケー ジ化DBの2っ の使われ方

(a)LAN環 境での

利用、 も しくは

別組織間での

利用形態

　
'LANorInternett

(b)ス タ ン ドア ロ ン環境

での利用形態

↓ ↑

User

↓

re

↑

眠
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(1)httpを 用 いた デ ー タの送 受 信 とデ ー タ ベ ー スの駆 動 ア クセ ス プ ロ グ ラム

本デ ー タベ ー ス シス テ ムで は、 ネ ッ トワー クを 介 して デ ータベ ー ス にア クセ スす る場 合

も、CD-Rを 用 い て ス タ ン ドア ロ ンの 環境 で 用 い る場 合 も、 同様 にイ ンター ネ ッ トの基 本 技

術 を基本 と して利 用 し、 これ に よ って高 度 なサ ー ビスを 容 易 に実 現 させ る こと に して い る。

これは、 従 来 の デ ー タベ ー スで は 、必 要 な 処 理 をす べ て デ ー タベ ー ス の マ ク ロ プ ログ ラム

で実 現 させ て い たが 、 こ う した処 理 の うち表 示 や 印刷 の 部分 を イ ンタ ー ネ ッ トブラ ウザ と

い うア プ リケ ー シ ョンに分 担 させ た ことで 可 能 とな った。 さ らに 、 イ ンタ ーネ ッ ト接続 の

場 合 に は情報 発 信 の た めの サ ーバ ー とデ ー タ ベ ー ス ソ フ トの 連携 に よ り、 柔軟 な機 能 向上

が 可能 とな った こ とに よ る。

httpは ㎜Wブ ラ ウザ とサ ーバ ーの 間 の ネ ッ トワー クを経 由 して、 ハ イパ ー テ キ ス トで 書

か れ た文 書 を高速 に転 送 す るた めの プ ロ トコル で あ る。

酬 はWorldWideWebの 省 略 形 で 、単 にWebと 呼ぶ こ と もあ る。㎜ はCERN(ヨ ー ロ ッ

パ粒 子物 理 学研 究 所)で 開発 され た シス テ ムで あ り、 イ ンターネ ッ ト上 でハ イパ ー テキ ス

トに よる情 報 の授 受 を 行 う。 ハ イパ ー テキ ス トとは、 文 字 列や 画 像 な どで構 成 され、 そ れ

らのオ ブ ジェ ク トに関 係 す る情 報 の リンクを 有 して お り、 その リ ンクを用 いて 別 の情 報 に

ア クセ スす る こ とが 可 能 な文 書 で あ る。 したが って 、酬 を用 い る こ とに よ り、 イ ンター

ネ ッ トに接 続 され て い るあ る コ ン ピ ュー タか ら世 界 中の コ ン ピュー タ で公 開 され て い るハ

イパ ーテ キ ス トに 自在 に ア クセ スで き る。

酬 の シス テ ム はサ ーバ ー と クラ イア ン トか ら構 成 され て い る。 サ ーバ ー は公 開情 報 を

保 持 し、 ク ライ ア ン トか らの 要求 に よ って そ の情 報 を 送 る。 その た めの サ ーバ ー を㎜ サ

ーバ ー と呼ぶ 。 一 方 、 サ ーバ ーへ 要 求 を 出 した り、 サ ーバ ーか ら送 られ て くる情 報 を 表示

す るため の ア プ リケ ー シ ョ ンがWWWブ ラ ウザ と呼 ば れ る。

イ ンタ ー ネ ッ ト上 で情 報 を授 受 す る シス テ ム と して は従 来 か らFTP、Telnet、 電 子 メ ー

ル 、NetNewsあ るい はGopherな どが あ るが 、 いず れ も情 報処 理 技 術 者 が 専 門 的知 識 を も

と に複 雑 に コー ド化 され た種 々 ノ フ ァイル を 計 算 磯 間 で 交 換 す る技 術 で あ り,し か も全 て

が統 合 さ れて い な か った。 ま た、 操 作方 法 も コマ ン ドを入 力 す る な ど使 い や す い もの で は

な か った 。 しか し、㎜ は テ キ ス ト,音 声 や フル カ ラ ーの 画 像 な ど も統 合 化 され た環 境 で

一 緒 に扱 え 、 さ らに操 作方 法 もグ ラ フィ カ ルで あ る こ とな どか ら現 在 で は最 も進 ん だ シス

テ ムで あ るとい え る。 また 、㎜ で はサ ーバ ー もクラ イ ア ン トもプ ラ ッ トフ ォー ムに依 存

しな い。 用 い る機 種 の た め の サ ーバ ー とブ ラ ウザが あ れば 良 い。 こ う した 利点 は通信 プ ロ

トコル と してHTTP(HyperTextTransferProtocol)を 構 築 した こと に よ る。

次 に、情 報発 信 のた め の ブ ラ ウザ につ いて 述 べ る。

いわ ゆ るパ ー ソナル コ ン ピュ ータ上 、 す なわ ちDOS+WINDOWS環 境 で動 作 す る ㎜Uブ ラ

ウザ と して は、以 下 の ものが あ る。

Netscape,MosaicforWindows,WinWeb,Cello,SpryMosaic

この中 でMosaicとNetscapeはWindows版 に限 らずMac版(Macintosh)、XWindows版
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(UNIX)な ど幅 広 い プ ラ ッ トフ ォー ムに対 応 して お り、特 にNetscapeは イ ンク リメ ンタル

に表 示 され る文書 を読 ん で い る間 に、 同様 に画 像 を イ ン ク リメ ンタル に ダ ウ ンロー ドして

表 示 す る こ とが で き、HTMLの 拡張 機 能 もサ ポ ー トして お り多 くの ユ ー ザ に利用 され て い る。

拡 張機 能 な しのHTMLを 利 用 す るWWWブ ラ ウザ と して は どれ を用 いて も問題 はな いが 、 よ り

多 くのユ ーザ に利 用 され て い るブ ラ ウザ と して 本研 究 で はNetscapeVer2.OBeta3を 用 い

た。 入 手 先 と して は数 多 くのftpサ イ トが あ るが 、次 の サ イ トよ り入 手 した。

ftp://nadia.ics.es.osaka-u.ac.jp

〈/dO/network/Netscape/2.Ob3/windows/n16e20b3.exe>

ま たWindows上 のWWWclientsは いず れ も、業 界 標 準 とな って い るwinsockと い うTC

P/IPア クセ スの た め のAPIを 使 用 して い る。Windows3.1に はTCP/IPの 環 境 が 標 準 で は

用 意 され て い な いた め 、 マ イ ク ロ ソフ トのwinsock〈PW1118.EXE>を 次 の サ イ トよ り入 手

した。

ftp://ftp.tut.ac.jp

〈/PC/Microsoft/Softlib/MSLFILES/PW1118.EXE>

サ ーバ ー側 で は クラ イ ア ン ト側 か らの種 々の 要 求 に基 づ いて 多 彩 な サ ー ビス が提 供 で き

る。 この た め に はサ ーバ ーで起 動 され るス ク リプ トと い うプ ロ グ ラム を開 発す る必 要 が あ

る。

ゲ ー トウェ イ ス ク リプ トはWebサ ーバ ー と ブ ラ ウザ が 通 信 す る極 めて 強 力 な機 構 で あ り、

情 報 の読 み手 と送 り手 が情 報 をや り取 りす る こ とが 可 能 とな る。 す なわ ち、 読 み 手 の 名 前

や コメ ン トを 送 り手が 受 け取 った り、 あ るい は読 み手 が デ ー タ ベ ー スか ら項 目 を探 した り

で き る。

ゲ ー トウェ イ ス ク リプ トは簡単 に言 えば ブ ラ ウザか らの入 力 を受 けてWebサ ーバ ー上 で

動 くプ ロ グ ラム を指 す 。 大 抵 の場 合 はサ ーバ ー と他 の プ ロ グラ ム、 た とえ ばデ ー タベ ー ス

プ ログ ラム との橋 渡 しをす る。 ゲ ー トウェ イ ス ク リプ トは実 際 に は ス ク リプ トで な くて も

実 行 可 能 な もので あれ ば何 で も良 い。

ゲ ー トウェ イ ス ク リプ トの ことをCGI(CommonGatewayInterface)ス ク リプ トと呼 ぶ

こと もあ る。CGIはUNIXで 動 くCERNとNCSAのWebサ ーバ ーが採 用 して い るサ ーバ ー

とプ ログ ラ ム との情 報 の 授 受 の方 法で あ る。

これ らの 要 素 、 す な わ ち、 ブ ラ ウザ 、サ ーバ ー、 そ して ス ク リプ トを 組 み合 わ せ る こ と

で ネ ッ トワ ー ク対 応 の デ ー タベ ー スが 開発 で きた。 す な わ ち 、㎜ ブ ラ ウザ よ り リモ ー ト

の デ ー タベ ー ス を ア クセ スす る場合 、WWWブ ラ ウザ か ら直接 デ ー タベ ー ス に ア クセ スす る

こ とはで きな い。 そ の た めCGIを 用 いて 実行 プ ロ グラ ム を起 動 しデ ータベ ー ス にア クセ ス

を行 う。 具 体 的 に はhttpdサ ーバ を 起動 し、 ク ライ ア ン ト(WWWブ ラ ウザ)がCGIプ ロ グ ラ

ムの実 行 を指 定 して い るURL(例 え ばhttp://aaa .bbb.ac.jp/cgi-bin/a.exe)に よ って サ

ーバヘ ア クセ スす る と、 サ ーバ は実行 フ ァイル を実 行 し、 そ の 実 行結 果 を クラ イ ア ン トに

返 す。 この 実 行 プ ロ グ ラム が デ ータベ ー ス にア クセ ス可 能 な らば 、㎜Vブ ラ ウザ か らデ ー
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夕 べ ー ス に ア クセ ス す る こ とが 可 能 と な る 。 実 行 プ ロ グ ラ ム の 記 述 は さ ま ざ ま な もの が 考

え られ る が 、VisualBasicVer3.0(以 下VB)は 標 準 でMS-Accessで 作 成 さ れ た デ ー タ ベ ー

ス 構 造 を 利 用 す る こ と や 、SQLサ ー バ ー に ア クセ ス が 可 能 で あ る た め 、 実 行 プ ロ グ ラ ム の

作 成 はVBを 用 い て 記 述 す る。 サ ー バ と してWindowshttpd1.4を 用 い る 。

Windowshttpdは 以 下 の サ イ トよ り入 手 した 。

ftp://theta.iis.u-tokyo.ac.jp

〈/pub1/network/www/win-httpd/lib/wht・tpd14.zip>

ま た 、whttpd14.zipをwhttpdデ ィ レ ク ト リで 解 凍 展 開 し た 様 子 を 表1に 示 す 。

表1whttpd14.zipの 解 凍 展 開 後 の構i成一 覧

α¥

■whttpd

●cgi-bin

■Dcgi-dos

■■cgi-src

L■imagemap

■Cgl'-win

■conf

L■maps

■htdocs

■demo

l=竃鑑
●h廿pddoc

elmages

■info

■au廿)xmpl

[
ebydomatn

■bydomexc

■bypasswd

■bypwmult

encgi

■forms

■sehＬP

E
■acceSS

■admin

亀httpd

■scripts

■srm

■images

■svrstats

■■1cons

■bgS

■support

[
■htpasswd

■logcycle

■Shutsrvr

■ 団gh廿pd

■Mndows
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次 にデ ー タベ ー スの 動作 につ い て述 べ る。

ク ライ ア ン ト側 のwebブ ラ ウザ か らhttpに 基づ いて ドキ ュ メ ン トの 要 求 がwebサ ーバ ー

に送 られ る と、 サ ーバ ー側 か らデ ー タベ ー ス の検索 の た めの 初 期 設 定 に必 要 なHTMLド キ ュ

メ ン トが 送信 され る。 デ ー タベ ー スへ の ア クセ スは、 は じめ に この 設 定用 の ペ ー ジに よ り

表 示 や 単 位 な どの 設 定 を 行 い、 デ ー タベ ー ス ア クセ スの ペ ー ジ よ りhttpdを 介 してVisual

Basicで 作 成 され た実 行 フ ァイ ル を起 動 して、 デ ータベ ー スへ の ア クセ ス が 行 わ れ る。 検

索 や設 定 の結 果 も種 々の 実行 フ デイ ル の 出力 がhttpdを 介 して 、 ク ライ ア ン トに送信 され

る。

実 際 の起 動 は次 の よ うにな る。

WINDOWS上 でCGIを 用 い た デ ー タベ ー ス の起 動 例 と して は 、 以 下 の 様 なHTMLで 記 述

され た ソ ー ス で 、入 力 を 行 い リター ンを 入 力 す る とtest.exeが 起 動 され る。 入 力 値 は

WINDOWSの*.ini形 式 で フ ァイル の 中 に作 成 され る。 そ の 中 に はhttpdが 実 行 プ ロ グ ラム

か ら出力 を 受 け取 る フ ァイル 名 が指 定 され て い る。test.exeは*.iniか ら入 力 値 を受 け取

り、 実 行 結 果 を指 定 フ ァイル に書 き込 み 、httpdは それ を クラ イ ア ン トに送 信 す る。

〈TITLE>TESTTITLE〈/TITLE>

〈H3>CGIの 起 動 〈/H3>

〈FORMACTION="/cgi-win/test.exe"METHOD="POST"〉

〈DT>入 力 〈DD>〈INPUTTYPE="text"NAME="name"〉 〈/p>

〈/FORM>

実 行 フ ァイ ル は、MS-ACCESSで 作 成 され た デ ー タベ ー スを ア クセ ス し、 そ の 実行 結 果 を

返 す 。 な お 、MS-ACCESSは デ ー タベ ー スの 作 成 、 イ ンポ ー ト時 は使 用 さ れ るが 、実 行 プ ロ

グ ラムか らは作 成 され た フ ァイル の みが 用 い られ 、起動 は され な い。

WWブ ラ ウザ よ りhttpdへ 接 続 す る と、 まず 一 連 の作 業 手順 な どを 含 ん だ ホ ー ムペ ー ジ

が 表 示 され る。 このペ ー ジよ り、概 要 説 明 、 表示 項 目の設 定 、 表 示 単 位 の設 定 、 デ ー タベ

ー ス テ ー ブル の リレー シ ョンの表 示
、 一 般 検索 、SQL検 索 のペ ー ジ に移 動 す る。 この と

き、 サ ーバ ー側 に は検索 条 件 の フ ァイ ル が 作成 され る。

SQL検 索 の ペ ー ジで は、SQLに よ り記 述 され た検索 条 件 を そ の ま ま実 行 フ ァイル の

入 力 と して、 単 位 設定 フ ァイル を読 み 込 み検 索 結 果 を表示 す る。 また 、 絞 り込 み検 索 の た

め 一 つ前 の入 力 条 件 は その ま まSQLの 入 力 フ ィ ール ドに表 示 され るた め 、 これ を 編集 す

る こ とに よ り柔 軟 に絞 り込 み検 索 を 行 う こ とが で きる。

デ ー タベ ース ア クセ スの ア プ リケ ー シ ョンは、VisualBasicに よ り作 成 され て い る。'一

般 検 索 もSQL検 索 も同 様 に、検 索 条 件 フ ァイ ル を基 にACCESSを 用 いて 検 索 が 行 われ 、

検 索 結 果 はVisualBasicで 作成 され た実 行 プ ロ グラムに よ りHTML形 式 で ク ライ ア ン トに

送 信 され る。

これ ら一 連 の操 作 で表 示 され る計 算 機 画面 の様 子 を図7～13に 示 す 。

なお 、 ス タ ン ドア ロ ン環 境 で用 い る場 合 に は こ こで述 べ た機 能 の うち、httpdが ユ ーザ

ー13一



か ら受 け取 る情 報 の部 分 を 図6(b)に 示 した よ うに 、VisualBasicで 開 発 さ れ た ス ク リ

プ トが実 行す る ことに な る。

図7-1概 要表示画面

先進複合材 料 デー タベース利用 の概要

● は じめ に

本 デー タ ベ ー ス シス テ ム は、 これ まで に作 成 され たdBASEの た め の

材 料 デ ー タ ベ ー ス を 、MicrosoftAccessVer.2形 式 の デ ー タ ベ ー

ス と して保 存 し、 そ れ に対 してVisualBasicVer.3よ りア ク セ ス

を行 い、結 果 をWWW環 境 を利 用 して提供 す る もので す 。

検 索や テ ー ブ ル の 一 覧 、 表示 項 目の設 定 、単 位 の設 定 な どが ハ イパ ー

テ キス ト上 にて 行 え ます 。

● 二 般検 索

一般検 索 で は、 全 て の テ ーブル に リ レー シ ョンを持 たせ た もの(図 ユに

対 して検 索 を お こな い 、 表示 項且 設 定 .で指定 され た フ ィール ドを 表

示 します 。検 索 結 果 に対 して絞 り込 み 検索 を行 うこ とも可 能 です 。 ま

た 、皇 位 設定.に よ り、表 示 され る単 位 を変 換 する こ ともで き ます.

この検 索 で は 、検 索テ ー ブル が 非常 に大 きな もの とな るた め検 索時 間

が かか ります(2、3分 程度)が 、複 雑 な リ レー シ ョンを －S-QＬL文

で 記述 す る こ とな く検 索 で き るた め 、SQLに 関す る知 識 が ほ とん ど

な い場 合 で も容 易 に検 索 が行 え ます。

検 索 方法 は、 テ キ ス ト入 力エ リア に1'テ ー ブル名.フ ィール ド名{検 索

条件}1`(ex.'tSOZAI.企 業='MELCO'")の 様 に記 述 して 、検 索 開始 ボ タ

ンによ り検 索 を 開始 します 。絞 り込 み検 索 に関 して も同様 に行 え ま す

。 いず れ の場 合 も一 度 の 検 索 に、ORで6項 目、 それ をANDで つ な

いで3項 目ま で検 索 条件 と して 入 力可 能 です 。

検 索手 順

1.表 示 項 目の設 定

2.単 位 変 換 の設 定

3.二 股 検 索

●SOL形 式 に よ る検 索

SQL形 式 の 検 索 で は、 任 意 のテ ー ブル に対 してSQLで 記述 され た

条件 を も と に検 索 を お こな い ます。 この場 合 、一 般検 索 の よ うに表 示

項 目の 指 定 は 必要 な く、 また 検 索 も高 速 に行 え ます 。少 数 の テ ー ブル

に対 して検 索 を か け る場 合 、 こち らの方 が効 率 良 く検 索 を行 え ま す。

この場 合 も 単 位 設 定.は 有 効 とな ります 。

検 索 手順

1.laSi29ElkQK

2.SL
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図8材 料データベ ーステープルー 覧表示画面

材料 データ ベース テー プルー 覧

テーブル名をクリックするとフィール ド名一覧を表示します。

O内 は検索時に用いるためのテーブル名です。

●一

●
●xKOUKA

● ・こZAIRYOU

●-aSIKENJ

● 一:SIKENT

● 直HIPPARI

● 直ASSHUKU

● 直SENDAN

● ポ ・' POASON

・曲⊥一 上
●
● 直SHOUGEKl

● 直HIROU

－16一



図9-1表 示項 目の設定画面(コ はチェ ックボ ックスを示す)

コ 素 材(SOZAI)

コ 番号 ⊃ 所属 コ 企業 コ 作成者 コ 作成 日付 コ 整理番号 コ 複合系 コ 強化繊維 コ マト
リックスコ 構成材料名 コ 強化繊維名 コ マトリックス名 コ 積層構成 コ 繊維配向角 コVf(#)コ

VOID(#)コto(#)⊃N(#)⊃ 板厚(#)コ 硬化条件 コCコDコLコR

コ積 層構成(SEKISOU)

コ 番号 コ 積層構成 コM_L

コ硬 化条件(KOUKA)

コ 番号 コ 硬化条件 コM_L

コ材料 注釈(ZAIRYOU)

⊃ 番号コ 注釈 ⊃M⊥

コ 試 験 条 件(SIKENJ)

⊃ 番号⊃ 試験項目⊃ 試験種別 コ 試験法 コ 試験片コ 試験環境 コ 温度分類 コ 雰囲気
コ 試験方向コP_LコM_LコR

コ試 験注 釈(SIKENT)

コ 番号 ⊃ 試験注釈 コT⊥ コM⊥

コ 引 張 特 性 値(HIPPARI)

⊃ 番号 コ 試験片番号 コ 試験環境 コ 温度(#)コ 試験方向 ⊃ 方向 コ 引張強度(#)コ 破
断歪(#)コ 弾性率(#)コ 注釈 コT⊥ コM⊥

コ圧 縮特 性値(ASSHUKU)

コ 番号 ⊃ 試験片番号 ⊃ 試験環境 ⊃ 温度(#)コ 試験方向 コ 方向 コ 圧縮強度(#)コ 破

断歪(#)コ 弾性率(#)コ 注釈 コT⊥ コM⊥
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図9-2表 示項 目の設定画面(コ はチェ ックボ ックスを示す)(前 図の続 き)

⊃せん 断特 性値(SENDAN)

コ 番号 コ 試験片番号 コ 試験環境 コ 温度(#)コ 試験方向 コ 方向 コ セン断強度(#)コ 破
断歪(#)コ 弾性率(#)コ 注釈 コT _L⊃M⊥

コ ポア ソン比(POASON)

⊃ 番号 コ 試験片番号 コ 試験環境 コ 温度(#)コ 試験方向 コ 方向 コ ポアソン比(#)⊃

注釈 コT_LコM_L

コ 曲げ特性値(MAGE)

⊃ 番号 コ 試験片番号 コ 試験環境 コ 温度(#)コ 試験方向 コ 方向 コ 曲げ強度(#)⊃ 破

断歪(#)コ 弾性率(#)コ 注釈 コT_LコM⊥

コ物理 ・化 学特 性 値(BUTURI)

⊃ 番号 コ 密度(#)⊃ 比熱(#)コ 熱膨張率(#)⊃ 熱伝導率(#)コ 熱変形温度(#)コT

g(#)コ 拡散活性エネ(#)コ ファクタ(#)⊃ 定数a(#)コ 定数b(#)コ 注釈 コT_L⊃
M_L

⊃ 衝 撃 特 性 値(SHOUGEKI)

コ 番号 コ 試験片番号 コ 試験環境 コ 温度(#)⊃ 試験方向 ⊃ 方向 コ 衝撃値(#)コ 注釈

コT_LコM_L

⊃疲 労特性値(HIROU)

コHIROU.番 号 ⊃ 試験片番号 コ 試験環境 コ 温度(#)コ 試験方向 コ 方向 コ 応力比(#)

⊃ 最大応力(#)コ 繰返仮数部(#)⊃ 繰返指数部(#)コ パラメ一夕 ⊃ 注釈 コT_Lコ
M_L

注)(#)は 数値 フィール ドを表 します。それ以外は文字列 フィール ドです。



図10単 位設定画面

単位設定

設定された単位 は以下の フィール ドに対 して、次 回変更され るまで有効 です。

強度単位

●HIPPARI.引 張 強 度

●ASSHUKU .圧 縮 強 度

●SENDAN.セ ン断 強 度

●MAGE.曲 げ強 度

一
弾性率単位

●HIPPARI.弾 性 率

●ASSHUKU .弾 性 率

●SENDAN.弾 性 率

●MAGE .弾性 率

口
温度単位

●HIPPARI .温 度

●ASSHUKU .温 度

●SENDAN .温度

●POASON.温 度

●MAGE .温度

●BUTURI .熱 変 形 温 度

●SHOUGEKI.温 度

●HIROU .温度

回
国
小 一 ム ペ ー ぐ"こ
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図11一 般検索画面(検 索条件の設定)

一般検索

一般検索では、すべてのテ ーブル に リレーシ ョンを与えた もの に対 して検索 を行 います。
但 し、実際の検索は幾つかの リレーシ ョンを もっテ ーブルを まとめた2つ のテ ーブル に対 して

行われます。

AND条 件 を6つ までで、それ をOR条 件 で3つ までつな げて検索可能です。 さ らに絞 り込み検

索 も可能です。

フィール ドと検索条件 を入 力 して くだ さい。

フィール ドは 一テー ブル名.フ ィール ド名@一の様 に入力 して下 さい。

例えば、素材テーブルの企業 フ ィール ドが"MELCぴ'を 検索 する場合、-SO乙Al.企

業@=11MELCO"一 と入力 して くだ さい。

すべてのテーブル をもとに検索 を行 うので、検 索 に時間がかか ります。

@マ ー クは 必ず付 けて くだ さい!!
一一一1レ 一一"、 示 一一一

[===========コAND
[===========コAND
[============コAND
[=============コAND
[===========コAND
－ コ　　
[===========コAND
[==========コAND
[=========コAND
[===========コAND
[============コAND
-　　
[============コAND
[==========コAND
[===========コAND
[===========コAND
[===========コAND
－

⊂極極〕〔垂目



図12-1SQL文 に よ る検 索 画面

SQL形 式による検索

SQL形 式の検索 を行 います。

は じめての方 は蛭 例 を参考 に して下 さい。

詳 しくはSQLに 関する書 籍等 を参考 に して ください。

SQL文 の最後 に;を 忘れ な いで下 さ い

SELECTDISTINCTROW

FROM

WHERE

C憂麺 〕〔垂 〕

SQLSAMPLE

SELECT

SELECT節 で は 、 表 示 した い項 目を 入 力 して くだ さい。 一つ のテ ー ブルす べ

ての フィール ドの レ コー ドを見 た い時 は、"テ ー ブ ル 名.★"の 様 に入 力 して

くだ さ い。 テ ー ブ ル 内の一 つの フ ィール ドだけを見 た い とき は、"テ ー ブ

ル 名.フ ィー ル ド名"を 入 力 して くだ さ い。 複 数 の 項 目を入 力 した い場合 は

、","で 区 切 って くだ さ い 。

FROM

FROM節 で は 、 検 索 した い テ ー ブル 名 を 入力 して くだ さい。

WHERE

WHERE節 で は 検 索 条 件 を 入 力 し ま す が 、 基 本 は"テ ー ブ ル 名.フ ィ ー ル ド名

検 索 条 件"と な り ま す 。 例 え ば 、 文 字 列 の 場 合"SOZAI.企 業='MELCO'"

の よ う に か け ま す 。 ま た 、AND,OR,NOTな ど も 使 え ま す 。ANDとORは

検 索 条 件 を"SOZAI.企 業='MELCO'ANDSOZAL番 号='1'"の 様 に 書 け ま

す 。NOTの 場 合 は 、"NOTSOZAI.企 業='MELCOv"の 様 に 書 い て く だ さ

い 。 ま た 部 分 一 致 検 索 の た め に"★"も 使 え ま す 。"BACK.SIK _番 号Like
lt211「1t"の様 に 書 い て く だ さ い

。 数 値 に対 して は 、"テ ー ブ ル 名.フ ィ ー ル ド

一21一



図12-2SQL文 によ る検索画面(前 図の続 き)

名"に 対 して 〉,<,=,〈 〉な ど も使 え ま す 。 そ の 他 多彩 な検 索 を行 え ますの で

、詳 しくはSQL関 連 の 文 献 を 参 考 に して くだ さ い。

SELECTDISTINCTROWSOZAI.★

FROMSOZAl

WHERE((SOZAI.企 業=="MELCO"));

素材テ ー ブル(SOZAI)か ら、 企 業 フ ィ ール ドが"MELCO"の もの を 全

て(SOZAI.★)表 示 しま す 。

SELECTDISTINCTROWBUTURI.・*

FROMBUTURI

WHERE((BUTURI.密 度>1500)AND(BUTURI.熱 変 形 温 度>300));

物理 テー ブル(BUTURI)か ら、 密 度 フ ィー ル ドの値 が1500以 上 で 、 か つ

熱 変 形 温 度 が300以 上 の もの を す べ て(BUTURI.★)表 示 しま す 。

SELECTDISTINCTROWSOZAI.作 成 日 付,SOZAI.作 成 者,SIKENJ.★

FROMSOZA川NNERJOINSIKENJONSOZAI.番 号=SIKENJ.M⊥

WHERE((SOZAI.作 成 日付 〉'`1991"));

素材(SOZAI)テ ー ブ ル の 作 成 日付 フ ィー ル ドが"1991"よ り大 き い も の に対

して 、 そ の と き の素 材テ ーブルの 番号 フ ィール ドと同 じ試 験条件 テ ー ブ

ル(SIKENJ)のM⊥ フ ィー ル ドを もつ 、 試 験 条 件 フ ィール ドす べて と素材 テ
ーブルの作 成者 と作 成 日付 を表 示す る。

もしすで にSQL文 を入力 している場合はブラウザのBACK機 能で前ページに

戻って ください。

一22一



図13-1検 索結果の画面

検索結果

SQL:

SELECTDISTINCTROW卜llPPARI.★

FROMHIPPARI

WHEREHIPPARI.引 張 強度>2700

⑳c亟 〕

統計処理

コ引張強度

〔統計処理実行 〕

1件 目

番号:6

試験 片番 号:6

試験 環 境:200.C

温度#(C):473

試験 方 向:O.

方 向=O

引 張 強度#(MPa):2702

破 断 歪#:0

弾 性 率#(GPa):-99999.9

注 釈:タ ブ 内破 壊

T_L:1

M_L=1

2件 目

番 号:9

試 験 片番 号:9

試 験環 境:200.C

温 度#(C):473

試験 方 向:O.

方 向:0

引 張 強度#(MPa):2732

破 断 歪#:0

弾 性 率#(GPa):-99999.9
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図13-2検 索結果の画面(前 図の続 き)'

T_L:1

M_L:1

3件 目

番号:10

試 験 片 番号:10

試 験 環 境:200.C

温 度#(C):473

試験 方 向:O.

方 向:O

引 張 強度#(MPa):2853

破 断 歪#=0

弾 性 率#(GPa):-99999.9

T_L:1

M_L:1

4件 目

番号:11

試験 片 番号:11

試験 環 境:20σC

温度#(C):473

試験 方 向=σ

方 向:0

引張 強度#(MPa)=2764

破 断 歪#:0

弾 性 率#(GPa):-99999.9

T_L:1

M_L:1

5件 目

番号:15

試験 片 番号:15

試験 環 境=200.C

温度#(C)=473

試験 方 向:O.

方 向:0

引張強 度#(MPa):2805

破 断 歪#=0

弾 性 率#(GPa):-99999.9

TL=1

M_L:1

6件 目

番号:937

試 験 片 番 号:PGI-RT-05

試験 環 境:23.C

温 度#(C):296

試 験方 向:0

方 向:O

引張 強度#(MPa):2707

破 断歪#:16
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図13-3検 索結果の画面(前 図の続 き)

弾 性 率#(GPa):171.1

T_L=243

M_L:129

7件 目

番号:1241

試 験 片 番 号:PGN-1-4

試験 環 境:R.T.

温 度#(C):293

試験 方 向:O.

方 向=0

引 張強 度#(MPa)=2760

破 断歪#:1.53

弾 性率#(GPa):174

T_L=309

M_L:163

8件 目

番 号:1379

試 験 片 番 号=PGP-1-6

試験 環 境:R.T.

温 度#(C):293

引 張 強度#(MPa):2743

破 断 歪#:1.4

弾 性 率#(GPa)=-99999.9

T_L=323

M_L:166

9件 目

番 号:1414

試 験 片番 号:62151

試 験環 境:R.T.

温 度#(C)=293

試 験 方 向:O.

方 向:0

引 張 強 度#(MPa):2873

破 断 歪#:1.55

弾 性 率#(GPa)=175.7

T_L:327

M_L:166

10件 目

番 号:1418

試 験 片 番号:62155

試 験 環境:R.T.

温 度#(C):293

試 験 方 向:σ

方 向:0

引 張 強 度#(MPa)=2773

破 断 歪#:1.53

弾 性 率#(GPa):171.2
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図13-4検 索結果の画面(前 図の続 き)

99.9

90.0

50.0

Fa皿u即e

P]robab丑i吋 ・10
.0(%)

1』

o.1

100 1000 lOOOO

TensilestTess(]M[Pa)

ワイブル分布
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図13-5検 索結果の画面(前 図の続 き)

(正 規 分 布 の コ モ ゴ ロ フース ミル ノ ブ適合度検定)

仮 説 の 分 布F(X)と 標 本 分 布S(X)=K/Nと の最 大 差

X=2743,MaxDistance=.122066304794939

標 本 数n=23に お け る 棄 却 限 界 値

片 側 パ ー セ ン ト10,5,2.5,1

片側 パ ー セ ン ト点.21645,.24746,.2749,.30728

以 上 よ り仮 説 分 布 は 有 意 水 準10%で 採 択 され る

(ワ イ ブ ル 分 布 に お け る 材 料 許 容 値)

α=2.5

A基 準 値=2135.22181512831MPa

B基 準 値=2404.01825150124MPa

α=5

A基 準 値=2205.14472148844MPa

B基 準 値=2449.44499032006MPa

(正 規 分 布 に お け る 材 料 許 容 値)

α=2.5

A基 準 値=1573.10832049573MPa

B基 準 値=1778.28902843415MPa

α=5

A基 準 値=1758.95252257716MPa

B基 準 値=1937.23175516857MPa

(正 規 分 布 に お け る 材 料 許 容 値,MIL規 格)

A基 準 値=2609.45771015694MPa

B基 準 値=2672.38448016016MPa

● ・一 ベ ー レー`監

に罐
●

●
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(2)統 計解析/単 位変換 プログラム

構造材料を用いて機械構造物 を設計す る場合、最 も重要 な点 は設計 におけ る材料強度の

許容値の設定である。 これが低 いと構造 は少 しの過荷重で破損 し、高す ぎると破損 しない

代わ りに過剰設計 とな り、航空機や宇宙構造あるいは自動車 などでは重量増加が極 めて大

きな影響を及ぼす。 このため、材料強度の許容値の決定 は通常、材料試験で得 られた多 く

の データを基 に統計解析 を行 って決定 され る。

許容応力 の基準 としてA値 、B値 、 およびS値 が以下のよ うに決め られてい る。

A値:母 集 団の99%の 値が95%の 信頼 水準 で入 る値

B値:母 集 団の90%の 値が95%の 信頼 水準 で入 る値

S値:規 格や仕様書で定め られた最低試験値

ここでは こうした材料許容値を求め るため に、次 の統計解析 を行 う。

1)基 礎縫計量(平 均値、標準偏差、変動係数)の 算 出

2)2母 数 ワイブル分布への当て はめを行 い、形状係数 αおよび尺度母数 βを求め る。 こ

れ らの母数の推定 は線形法による。

3)正 規分布N(μ 、 σ2)へ の当て はめを行 う。

4)各 分布の適合度検定を行 う。

5)A、B基 準値の算 出

6)ワ イブル確率 スケールを用 いてデータのプ ロッ トを行 う。

7)正 規確率 スケールを用 いてデータのプロッ トを行 う。

ここで は このためのプログラムをVisualBasicを 用 いて開発す る。 この とき、入力デ

ータ として強度特性 に関す るサ ブフ ァイルが必要 であ り、webの ブラウザか ら統計解析 に

必要 な強度特性値を指定できるようにす る。 これによ り検索 されたデータにお ける指定強

度値 のサ ブファイルが生成 され、統 計解析の起動を指定す ると、その フ ァイルを基 に上 で

述 べた統計解析を実施 し、結果を ブラウザに戻す。結果 は数値のみで な く、2種 類の統計

解 析 にかかわるグラフもgifフ ァイル と して クライア ン ト側 に送信 され、ユ ーザ にとって

利 用価値 は極めて高い。

(3)デ ー タ変 換 プ ロ グラ ム

す で に完 成 して い る複 合 材料 特 性 デ ー タベ ー ス(PRODACOM:PROpertyDAtabse

ofCOmpositeMaterials)はdBASEIIIPIusを 用 いて 開 発 され たPC用 の デ ー タベ

ー スで あ る。 デ ータ と検 索 お よび 出 力 の プ ログ ラ ムはす で に フ ロ ッピィ ーデ ィス ク にて 日

本 規 格 協 会 か ら市販 され て い る。 しか しなが ら、 この デ ー タベ ー スを用 い るに は別 途dBA

SEコ ンパ チ ブルの デ ー タベ ー ス ソ フ トを購入 す る必 要が あ り、 これ が欠 点 とな って、 これ

ま で 広 く利 用 され て こなか った。 今 回 開 発 す るweb上 の デ ー タベ ース は クラ イ ア ン ト側 に

は ブラ ウザ 以外 何 も必 要 な く、 こ う した欠 点が 取 り除 か れ た。

今 回 の 開 発 で は デ ー タベ ー ス にACCESSを 用 い て い る。 そ の理 由 は 、dBASEが 標 準 的 な デ
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一 夕べ ー ス 問 合 せ 言 語 で あ るSQLを サ ポ ー トして い な い か らで あ る。SQLが 利 用 で きな い

場 合 に はユ ーザ の 期待 す る検 索 を すべ て 当該 デ ー タベ ー スの マ クロ言 語 で プ ロ グ ラム化 し

な け れ ばwebの クラ イ ア ン ト側 か ら利 用 す る こ とは で きな い。 そ こで 、 デ ー タベ ー ス フ ァ

イ ル は 、 これ まで にdBASEで 作 成 され た デ ー タ ベ ー ス フ ァイル をACCESSに ア タ ッチ した 。

SQLを 用 い な いGUI方 式 の 一 般 検 索 で は全 て の テ ー ブル の リ レー シ ョ ンを 持 った テ ー ブ

ル を検 索 す るが 、 全 て の テ ー ブル(15個 の テ ー ブル)の リ レー シ ョ ンをSQLに て記 述 す

る とSQL文 が 複 雑 に な り、VisualBasicで もエ ラーが 生 じる。 そ こで 、15個 の テ ー ブル

を2つ の 大 きな テ ー ブ ル にわ け 、 そ の2っ の テ ー ブル に リ レー シ ョンを 持 た せ た もの に対

して検 索 を行 う。 この2つ の テ ー ブル はdBASEの15の テ ー ブル をACCESSで ア タ ッチ し、

ACCESS上 で新 たな2っ のテ ー ブル を作 成 し、 それ をdBASE形 式 で エ クス ポ ー トし、 そ れ を

ア タ ッチ して 用 い る。 なお 、SQLを 用 いた 検索 で は直接dBASEの15の テ ー ブル を ア タ ッチ

して用 い る。 この た め 、17の テ ー ブルを 用 い て い る。

これ ら一 連 の 作 業 を行 うた めの デ ー タ変 換 プ ログ ラム を作 成 した。

(4)GUIを 基本 とす るクライア ン トイ ンタフェースプ ログラム

すで に開発済みのPRODACOMデ ータベースの イ ンターフェースをWebの ブラウザ

に構築す る。 このための参考は米国バーク レイのデジタル図書館のイ ンターフェイスな ど、

すでに運用 されて いる種々のネ ッ トワークデ ータベ ースのイ ンターフェイ スを参考 に行 う。

基本 的な機能 は、検索対象の ドキュメ ン トの指定、検索項 目の指定、そ して検索 キーワ

ー ドの入 力である
。 い くっかの項 目では検索キーは固定 されて いるので、 この場合 にはメ

ニ ューか らキーワー ドを選択す る方式 とす る。

クライア ン ト側で はで きる限 りマニ ュアル フ リーですべての作業が行え るように、GU

Iを 用 いてユーザの負担を軽減 した。GUI部 分は、表示項 目の設定、検索条件の設定、

お よび単 位の変換で ある。

表示項 目の設定 ペー ジ(図9-1,9-2)で は、 データベ ースフ ァイルの全 てのテーブルの全

ての フィール ドが表示 される。各テーブル、各 フィール ドには、チェ ックボ ックスがつ け

られ、そのチ ェックボ ックスを クライア ン トか らマ ウスでチ ェックし、ペ ー ジの最後 の表

示設 定 ボタ ン(図9-2の 下部)を 押す ことによ り、表示項 目の設定が行 われ る。

検索 条件の設定 は6条 件のANDを3組 設定で きるよ うに した。 これで も多す ぎると思

われ るが、最大 限考慮 して決定 した。3組 に した理由は、本データベースが基本的に素材、

試験、および特性値の3組 か ら構成 されているためである。

データベース ファイルの検索結果の表示 を行 うとき単位変換 を行 うもの にっ いては単位

の設定 が行え るよ うに した。単位 ごとに変換対象 となるフィール ドが表示 され、一つ の変

換対象に対 して表示 され る一つの単位を選ぶ ことがで きる。

なお、 こう したGUI方 式の検索 とは別 にSQL式 をその まま記述す る検索 も可能なよう

に した。 これは、ユ ーザの多様な選好 に応え ることを 目的 と している。
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(5)ヘ ルプ システム

PCのWindows環 境 で はヘルプ システ ムが構 築可能であ る。ヘルプ システムはヘルプ コ ン

パ イラ、ホ ッ トスポ ッ トエディタ、およびマルチ プル リゾ リューシ ョンビッ トマ ップコ ン

パイラなどのツールを用 いて構築す る。 しか しなが ら、 このヘル プシステ ムは同一マ シ ン

で動作す るアプ リケ ーシ ョンに有効であ り、webシ ステムで は有効で はない。 このため、

ここでのデータベ ースではCD-Rに よ るスタ ン ドア ロ ンシステムイ ンターネ ッ トを用いた

webシ ステムでは別 のヘル プシステムを考え なけれ ばな らない。

スタ ン ドアロ ンシステムでは検索用のアプ リケー シ ョンにWindowsの ヘルプ システムを

直接組 み込む。 この場合 にはヘルプ情報を構造 化 し、イ ンデ ックスをっけ、 リンク情報 を

持たせてハイパーテキス トとし、その文書をヘル プ コンパ イラで コンパ イルす ることによ

ってヘル プシステムが完成す る。一方、webシ ステ ムで はWondowsの ヘルプ システ ムは利

用できないため、HTMLド キ ュメ ン トにヘルプ情報へ の リンクを組み込む ことによ ってヘル

プシステムが実現す る。

しか しなが ら、 こうした2種 類のヘル プシステ ムを実現す ることは労力の点か らも、ヘ

ル プ情報の一貫性 の維持 という点か らも問題が多 い。幸 い、webの ブラ ウザ は本来的 にハ

イパ ーテキス トとな っているため、 スタ ン ドアロ ンシステムで もHTMLド キュメン ト上でヘ

ルプシステムを考え、同一 の方法 と した。

ユーザは操作上必要な情報をマウスの ク リックによって容易 に取 り出す ことがで きるよ

うに設計 した。

図7-1は データベースの概要を示す画面であ り、 ここで黒で記述 された本文 とは異な

り、青で記述 された(図 では下線が引かれた)言 葉 にはヘルプが付加 されてい る。 この言

葉 をマ ウスで ク リックす ると図7-2か ら図13ま での ような画面が現れる。

(6)複 合材料DBの 開発環境

図14に 今回制作 した ファク トデータベース(ACMDB)の 開発マ シン環境 を示す。

(7)ACMDBデ ータベ ー スの フ ァイ ル構i成

表2にACMDBの フ ァイ ル構 成 一 覧表 を 示 す 。
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図14ACMDB開 発 マ シ ン

計 算 機:NECPC-9821AP3/CgW

(CPU80486DX4,7.6MB,540MBHDWindows3.1)2台

増 設 メ モ リー=1/Oデ ー タAP34-16M

(16MB)2台

増 設 ハ ー ドデ ィ ス ク=1/0デ ー タHDS-1G

(1GB)

MOド ラ イ ブ=ICMPMO-230S

(230MB)

TCP/lPカ ー ド:ア ラ イ ドテ レ シ スCenterCOMRE1001-W

(10BASE-T)2台

プ リ ン タ:キ ヤ ノ ンLaserShotA404Gll

(A4,600DPl)

イ ー サ ネ ッ ト(10BASE-T)

通信カー ド

計 算 機

デ ー タ ベ ー ス

サ ー バ ー

プ リン タポ ー ト

増設HD

SCSl

MOド ライブ

プ リンタ

通信 カー ド

計 算機

データベース

クライアン ト
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表2ACMDBデ ー タベ ー スの フ ァイル構 成 一 覧 表

0は デ ィ レク トリを表 す.

c:¥(httpd)←(alone)ス タ ン ド ・ア ロ ン版VBソ ー ス

←alone .vbpVBプ ロ ジ ェ ク トフ ァ イ ル

+-form1 .frm初 期 フ ォ ー ム

+-form2 .frm表 示 項 目設 定 フ ォ ー ム

+-form3.frm単 位 設 定 フ21r－ ム

+-form4.frmSQL検 索 用 フ ォ ー ム

+-form5.frm－ 般 検 索 用 フ ォ ー ム

+-form6.frm統 計 処 理 用 フ ォ ー ム

←module1 .bas全 体 用 モ ジ ュ ー ル

+init .txtス タ ン ドア ロ ン 版 概 説 テ キ ス ト

←(bat)統 計処理結 果変換バ ッチ ファイル

←conv .bat統 計処理結果変換バ ッチ ファイル

+一(cgi-src)デ ー タ ベ ー ス 用VBソ ー ス

+-cgi.basデ ー タ 切 り出 し用 共 通 モ ジ ュ ー ル(httpd付 属)

←mkdisp .bas表 示 項 目設 定 モ ジ ュ ー ル

+-mkunit .bas単 位 変 換 設 定 モ ジ ュ ー ル

←modules .bas補 助 用 共 通 モ ジ ュ ー ル

←search.bas－ 般 検 索 用 モ ジ ュ ー ル

+-search2 .bas－ 般 検 索(絞 り込 み)用 モ ジ ュ ー ル

+-sql .basSQL検 索 モ ジ ュ ー ル

+-srchwhrO .bas-一 般 検 索SQL作 成 モ ジ ュ ー ル

+-srchwhr1.bas－ 般 検 索(絞 り込 み)SQL作 成 モ ジ ュ ー ル

+-statics .bas統 計 処 理 モ ジ ュ ー ル

+-forma .frm統 計 処 理 結 果 グ ラ フ作 成 フ ォ ー ム

+-formb .frm統 計 処 理 結 果 グ ラ フ 作 成 フ ォ ー ム

+-mkdisp .mak表 示 項 目設 定 プ ロ ジ ェ ク ト

←mkunit.mak単 位 変 換 設 定 プ ロ ジ ェ ク ト

+-search .mak－ 般 検 索 プ ロ ジ ェ ク ト

+-search2 .mak－ 般 検 索(絞 り込 み)プ ロ ジ ェ ク ト

←sql.makSQL検 索 プ ロ ジ ェ ク ト

+-statics .mak統 計 処 理 プ ロ ジ ェ ク ト

+一(cgi-win)デ ー タ ベ ー ス 用 実 行 フ ァ イ ル

+-mkdisp .exe表 示 項 目設 定

←mkunit .exe単 位 変 換 設 定

+-rastrn .exebmp->gif変 換

+-search .exe－ 般 検 索

+-search2 .exe－ 般 検 索(絞 り込 み)

←sql.exeSQL検 索

←statics .exe統 計 処 理
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表2(続 き)

←(conf)httpdコ ン フ ィ グ レー シ ョ ン

+-httpd .cnfhttpdコ ン フ ィ グ レー シ ョ ン フ ァ イ ル

+一(database)材 料 デ ー タ ベ ー ス フ ァ イ ル

+-asshuku .dbf圧 縮 特 性

+-back .dbf全 フ ァ イ ル 統 合(2/2)

←buturi .dbf物 理 特 性

←front .dbf全 フ ァ イ ル 統 合(1/2)

←hippari .dbf引 っ 張 り特 性

←hirou .dbf疲 労 特 性

+-kouka .dbf硬 化 条 件

←mage .dbf曲 げ 特 性

+-poason .dbfポ ア ソ ン 比

+-sekisou .dbf積 層 構 成

←sendan 、dbfせ ん 断 特 性

+-shougeki .dbf衝 撃 特 性

+-sikenj .dbf試 験 条 件

+-sikent 、dbf試 験 注 釈

+-sozai .dbf素 材

+-zairyou .dbf材 料

+-newmat .mdbACCESSデ ー タ ベ ー ス

→一(env)環 境 利 用 の た め の 一 時 フ ァイ ル 等

+-data.dat統 計 処 理用 デー タ

←disp .dat表 示 項 目設 定 デー タ

+-unit .dat単 位 変 換 デー タ

←where .dat－ 般 検 索(絞 り込 み)デ ー タ

←search .inト 般検 索(ALONE)用iniフ ァイ ル

+-sq1 .iniSQL(ALONE)用iniフ ァ イル

←static .ini統 計 処理(ALONE)用iniフ ァ イル

+一(htdocs)ブ ラ ウ ザ 用 フ ァ イ ル

+-pica .gif統 計 処 理 結 果 グ ラ フ

←picb .gif統 計 処 理 結 果 グ ラ フ

+-relation 、gifデ ー タ ベ ー ス テ ー ブ ル リ レー シ ョ ン

+-title .gifデ ー タ ベ ー ス タ イ トル

+-comment .htm試 験 注 釈

+-field .htmフ ィ ー ル ドー 覧

+-index .htmイ ン デ ッ ク ス

+-intro .htmイ ン トロ ダ ク シ ョ ン

+-kouka .htm硬 化 条 件 注 釈

+-sample .htmSQLサ ン プ ル

+-unit .htm単 位 設 定

+-zairyou .htm材 料 注 釈

←httpd .exehttpd実 行 プ ロ グ ラ ム
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2.3CD-Rの 試作

CD-Rへ の書 き込 みは、ISO-9660フ ォーマ ッ トで行 うので、書 き込み対象 データを一

度ハ ー ドディスクに書 き込み可能 データ(ト ラ ックイメー ジ)と して展開 して いる。普通

この段階で高速化 シ ミュ レー ションを行い、最適な ファイル配置をす るための トラックイ

メージ修正を行 うが、 ここではHDD記 録 ソー ト1順にDiscatonce方 式で直ちに書 き込

んだ。 この方式 はデ ィスクの最内周 か ら外周 に向か ってデータを一 気に書 き込む方式であ

り、大量生産方式 と似ている。

また書 き込みエ ラー等を避 けるため、頻繁に割 り込みがかか るソフ トを起動 しないように

した。生デ ィスク(書 き込み用 のブラ ンクデ ィスク)に は故意に低価格品を採用 し、当該

書 き込み技術の難易度把握を試 みた。

上記要領での試作 テス ト結果 ではフ ァイル呼 び出 し速度等の実用上問題点 は見あた らな

か った。

図15に 今回テス トに用いた装置全体図 と仕様概略を示す。
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COLORPRINTER

一

MODEM

CRT

PC

ISABasHostAdapter

1

CD-writer

PD

MO

HDD

COLOR

SCANNER

図15CD書 込 み 装 置 全 体 図 と主 な 仕 様

SCSIメ ー カ ー 型 番 主 な 仕 様

No.

-EPSONMJ-5000Cinkjet

720dpi

-AIWAPV-BF288m2全 二 重(300～28800bps)

-IIYAMAMT8617E17　 0 .25mmノ ンインターレス

FUJITSUFMV-5100D4CPUPentium100Hz

システムRAM32MB

内 蔵HDD850MB

7AdaptecAHA-1542Cド ライバーEZ-SCSIPro

5LogitecLCW-740記 録/再 生 標 準 速2倍 速

記 憶 容 量74分 用650MB

63分 用540MB

インターフェースSCSI-2

4PanasonicLF-1000シ ークタイムPD165ms

CD195ms

転 送 速 度

PD518-1,141KB/S

CD標 準150KB/S

4倍 速600KB/S

3MIDORIELEC.um-423R

OMIDORIELEC.LittleV

6EPSON GT-8000

インターフェースSCSI-2

3.5"230/128MB

MOモ ード230MB

HDモ ード217MB

平 均 シークタイム27ms

インターフェースSCSI-2

記 憶 容 量850MB

平 均 シークタイム11ms

転 送 速 度10ms

インターフェースSCSI/パ ラレル

解 像 度400DPI

出 力 解 像 度800-50DPI
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2.4CD-Rで のDB運 用評価

1)特 定の指定材料 データに対 して はその詳細資料 を抽 出 し、 また、 データ値範 囲指定 の

データ群 も抽 出 した。

2)統 計処理 や分布の検定等の統計処理判定 の付加 ソフ トによ り、異常値の判定が で きる。

3)実 験 フ ァク トデ ータに必要 な図面 ・写真 及 び主要 特性値 結果 グラ フ等 の検索 や表示が

可能となった。

4)紙 媒体主体 マニ ュアルでな くオ ンライ ン方式 と し、 これ によ りDBの 利便性 と効果対

コス トが向上 した。

5)デ ータ様式 は国 際機 関等の規 格 ・基 準類の提 案 に沿 い、単位系 の変更 によ るデ ータ換

算表示がで きた。

6)こ のROMで イ ンターネ ッ トの研究情報発 信ニ ーズへの対 応が容易 とな った。

7)こ のパ ッケー ジ化 したオ ールイ ンワン材料DBの 成果 は、今後 の全ての複合材料分野

でのDB構 築手法に適用 で きるので、DBの 活用 ・普及 に大 き く貢献す る。

3.今 後 の課題

3.1HTMLの 記 述 過程

論文 類 をHTMLタ イ プへ の変 換 記述 は下 記 の手 順 で行 った。

1)論 文 類 を 使 い慣 れ た ワー プ ロ(一 太 郎)で 記 述 、 あ る い は変 換 し保 管 す る。

2)ま た、 テ キ ス ト形 式(XXX.TXT)で も保 管 す る。

3)論 文 類 の テ キ ス ト版 を ワ ー プ ロ ま た は エ デ ィ タ ー の 検 索 置 換 機 能 で ① 参 考 文 献 番

号 ②Fig.、Table、Photo等 の リ ン ク情 報 の 指 定 ・置 換 ・記 入 を 行 い 、WWWブ ラ ウ ザ

(netscape1.1版)で 表 示 テ ス トし、 不都 合 箇 所 を訂 正 し再 テ ス トす る。

4)添 付 文 字 を検 索 し、HTML言 語 の 文 字 フ ォ ン トサ イ ズを 指 定 し置 換 記 入 を す る。

5)必 要 な 画 像 等 は ス キ ャナ ー で 取 込 みgif型 フ ァイ ル と して 別 途 保 存 す る。

6)ブ ラ ウ ザで 論 文 と画 像 の 組 み 合 わ せ テ ス ト行 い誤 りを 除 い て お く。

7)HTMLエ デ ィ タ ー で上 記txt版 を 呼 び込 みHTML文 に 置 換(xx.htm)保 存 した 。

上記 過程 での 課 題 ・問題 点 お よ び ノウハ ウを3種 類 に分離 し把 握 した。 その 内 の2、3

の例 と して

ア.一般 的 な文 書 等 は2、3種 の異 な った ブ ラ ウザ ーで 表示 の チ ェ ックを行 い表示 の違 いを

無 くす る。

イ.上記 ア.項 とは矛 盾す るが 研 究論 文 等 で 数 式 や上 付 き文 字 、 下 付 き文字 等 が あ る文 章 はH

TML3(netscape2.0で サ ポ ー ト)で 可 能 とな って きたの で これ らを 使 用す べ きで あ

ろ う。

ウ.ク リッ ク して 呼 び 出 す イ メ ー ジ〈AHREF=""〉 と文 中 に張 り付 け るイ メ ー ジ〈IMGSRC・

""〉 の どち らを 使 用 す べ きか 等 の 問題 は コ ンテ ンツ作 者 の 意 図 す る と ころ に よ るが
、
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一般 的 には後 者 を 原則 と し、必 要 な と きは何 度 で も出せ るよ うに前 者 も組 み込 むべ きで

あ る。

エ.グ ラ フ類 は横 幅 を 狭 く して 表 示 した方 が 可読 効 率 よ い。 例 え ば原 図が10:10の もの で も

10:7等 に変 換 して 表示 す る。

オ.tableは 〈AHREF・"">Table〈/A>で 〈PRB>.....〈/PRE>で 記 述 し、xxx.txtで 呼 び 出

す と綺麗 に出 る。

カ.netscape2.0の α6版 はtxtで の 編 集 が 不 便 で あ った 。

3.2CD-R化 につ いて

計画当初一番懸念 されたCD-R化 について慎重 に作業 じた結果であろ うか、特 に

大 きな問題 となる ことはな っかた。

今後、今回テ ス トしたDiscatonce書 き込み方式 だけでな くTrackatonce(マ ル チ

セ ッシ ョン)で フォーマ トの組み合わせで書 き込みを行 うことを考慮す ることが必要で あ

る。 ここでセ ッションとは一回の書 き込み操作で書かれ る部分 を云 うが、マルチセ ッショ

ンとは複数回の追加書 き込みを行 う技術を云 う。

3.3WWWサ ーバーの運用 とデータベースについて

PCのWindows環 境を利用 して 酬 によるデータベースのサ ーバーに関 しては基本的に必

要な性能を発揮 させ るプログラムを開発す ることがで きた。

(1)本 システムの利点

1)ク ライア ン ト側 にwebブ ラウザ以外、何の ソフ トウエア も必要 ない。

2)デ ータベースの更新 や改良 などのメイ ンテナ ンスはサ ーバー側で 随時可能で ある。 これ

はデータベ ースその ものをCD-Rな どで リリースする場合に比べて ユーザへのバ ージ ョン

ア ップなどの メイ ンテナ ンスをす る必要が な く、また、ユーザに とって も損失が少な く、

極 めて利点が多い。

3)GUIを 多 く用 い、 しか も統計解析結果の図まで提供で きる ことにより、極めてユーザ

フ レン ドリであ る。

(2)今 後の検討事項

まず第1に 、本 システムで はユーザ管理を行 っていない。 このため、データベ ースサー

バ ー側で生 じる状態、す なわちサ ーバー側に生成 される検索条件 ファイル と統計解析用 の

強度 ファイル にはユーザのIDが ない。 したが って、あるユーザが本 システムを利用 して

い る間に別のユ ーザが本 システムをアクセス した場合 に問題が生 じる。 これ を解決す る必

要があ る。

次に、ACCESSの 動 作速度 は若干遅 い。 これ はACCESSが か な り重 いソフ トウエアであ る

ためであるが、 これによ ってユーザ側の待 ち時間が長 く、特 に リモー トで用 いている場合

に はサーバーの状態が わか らず、不安要因 となる。 このため1高 速 のデータベースを用い
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るか 、あ るい は動 作 中 に何 らか の 状 態 表 示 を行 う必要 が あ る。 しか しな が ら、ACCESS動 作

中 の情 報 提供 は容易 で な い。

本 システ ムで主 要 な動 作 を 制 御 して い るプ ログ ラム はVisualBasicVer3.0(こ れ は 日

本 語版 はな い)で 開発 され た 。 これ はデ ー タベ ース との リン クが で き る始 めて の ヴ ァー ジ

ョ ンで あ り、 これ を用 い る こ とに よ ってwebデ ー タベ ー ス が 可 能 に な った 。 しか しな が ら、

これ はACCESSVer.1.1に しか 対 応 して お らず 、 今 回の 開発 に お いて もACCESSVer.2.0

との 関係 に問題 が生 じた。 最 近Ver.4.0が 日本語 版 で発 売 され 、 これ を用 い る こと に よ

りこ う した 問題 は回 避 され る と考 え られ る。

3.4大 規模 データベースか ら小規模分散 データベースへ

従来のデータベースはある組織体が長期 にわた る年月 と多大 な労力を払 って蓄積 して き

た ものが多 い。 こうしたデー タベースには文献データベースや図書データベースなどがあ

り、 これ らの重要性 はます ます高ま ってい る。 しか しなが ら、他の多 くの、 データベ ース

化 されて こなか った情報 にっ いては、 これまでデータベース化 に必要 な膨大 なコス トを負

担する主体が不在で、データベース化 を阻んで きた。 ところが、ネ ッ トワーク技術の進歩

によ り、状況 は変化 した。すなわち、大 規模 なデータベースで はな く、小規模なデータベ

ースが分散 して存在 して もネ ッ トワー クを用 いて容易に情報の検索が行え るようにな った。

これ は情報化社会の朗報であ る。 ネ ッ トワークのお蔭で、小 さな組織体 で もあるいは個

人で もが情報を簡単に発信で きるよ うにな り、大規模データベ ースの構築 、保守などに必

要なコス トと労力を大 幅に削減す ることができるよ うにな った。従来は小規模なデータベ

ースを構築 して も、運用 に必要なハ ー ドウエアが固定 されること、ハー ドウエアの進歩に

データベース管理 ソフ トが追いつか ない こと、データベースの存在その ものを広 く知 らせ

る効果的な方法が なか ったこと、 あ るいはデータの保守などの労力が多大 であったこと、

な どの理由で電子媒体 になった とは言 え、なかなか有効 に利用で きなか った。

イ ンターネ ッ トの発達 によ りこう した状況 は劇的に変化 した。小 さな組織体が個別のデ

ー タベ ースをanonymousftpで 公開 した り、あるいはハイパ ーテキス ト(文 字情報のみで

な く、図、動画、音声 などの情報 も含 み、 しか もそれ らが リンクで関連づ け られて構造化

されてい る)化 してMosaicやNetscapeな どのソフ トウエアで アクセ スで きるよ うにす るこ

とにより、小規模で独 自のデータベースが相互 に接続 され、ユ ーザ は複数 のデータベ ース

を同時にア クセス して必要な情報 を得 ることがで きるようになった。

2010年 におけるデ一夕ベー スジステム として以下の種類 の ものが考え られている。

●超大規模 データベース システム。博物 館、図書館、情報 サー ビスな どのデータベース シ

ステム。

●企業データベースシステム

●個人データベースシステム

将来の情報 システムでは、世界中の これ らの システムが相互接続 され る。 こうして膨大 な
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数のデータベ ース システムが相互接続 された超分散 データベース システム となる。 これ は、

利用者 に世界中のあ らゆる情報を含んだ仮想的な情報空間(サ イバ ー空間)を 提供する。

当協会関連の超耐環境性先進材料の研究開発 とい うよ うな研 究プロジェク トに関 して も、

現在 はホス トコンピュータに全データを集積 して利用す るとい う形態での開発 も考 え られ

るが、将来的には研究 に参加 した企業や研究機関、あるいは大学 などが個別 に独 自のデー

タベースを構築 し、 それ らが相互接続 され、統合的 に利用で きる方が望ま しい。その理 由

は以下の通 りである。

1)集 積 されたデータの保守および管理は容易でな く、 またか な りの コス トがかか るが、分

散データベースであれば、蓄積 されたデータはその組織で取得 された もので あるため、保

守 および管理が比較的容易である。

2)個 別に公開 され るデ ータベ ースはその組織体 の社会サー ビスの一環 として考え ることが

でき、 この点か らその組織 の社会的貢献度を示す ことができる。

3)こ れか らの社会ではイ ンターネ ッ トを利用 して組織の種 々の情報を提供す ることはごく

一般的なことにな るため、その中の一部 として こう したデータベースを位置づけることが

で きる。 また、その組織への電子的アクセスが頻繁にな り、 これは組織の活性化 にとって

も重要な役割を果 たす。

4)デ ータベースを利用 したユーザか らの反応を直接電子的 に受 け取 ることができ、 これが

刺激 とな ってよ り優れ たデータベースを構築す ることがで きる。

3.5研 究成果 の電子 メデ ィア化

イ ンターネ ッ トを用 いて情報を発信するには何よ りも先に研 究成果が電子化 されていな

ければな らない。そ こで次に この問題を考え る。

材料 に関す る研究成果 は一般 に次の形態で得 られる。

1)材料 の名称、組成、製造方法、製造者情報、など材料その ものを記述 した文字情報。な

らびに、試験片、試験 法、試験機、試験機関、試験者 など試験 関連情報 を記述 した文字情

報。

2)種 々の物理的、化学 的、あるいは機械的特性 など、材料特性 の試験結果 に関す る数値デ

ータ

3)材 料の製造方法 、試験片や試験方法 などに関す る図

4)材 料の製造方法 、試験片や試験方法 などに関す る写真

5)材 料の製造方法、試験方法などに関す る動画(ビ デオ映像)

6)材 料特性 の試験結果 に関す る数値データのグラフ

7)そ の他の関連情報(文 字情報および図、写真)

従来のデータベ ースで はこれ らの うち主 として文字情報 と数値情報を個別 の リレー ショ

ナルデータベ ースに格納 していた。 そこでは情報は電子 メデ ィア化 されていたが、イ ンタ

ーネ ッ トへの公開 とい う視点がな く
、ユーザ は個別 にデータベースを購入 し、指定 された
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機 器をそろえて利用 しなければな らなか った。 これで は印刷 され たデータマニ ュアルに比

較 して格段 に使いやすいとい うもので はなか った。特に、利用機器が限定 され ること、さ

らにデータベ ースを フロ ッピーデ ィスクやCD-ROMな どで リリース した段階で固定 された利

用方法 しかなか った。す なわち、利用方 法の改善やデータの保守 ・管理が存在 す る発展す

るデータベ ースではなか った。 さ らには、図、グラフ、写真、あるいは動画な どが少ない

か 、ほとん どな く、関連情報を詳細に取 り込 む ことができず、ユ ーザにとっては検索 して

得 られ るデータの信頼性が低 く感 じられた。 また、双方向の コ ミュニケーシ ョンがネ可能

で、 この点か らも得 られたデータの活性度 は高 くなか った。

ここでい う電子 メディア化は上 にあげた文字情報、数値情報、図 、写真、 グラ フ、そ し

て動画、さ らには音声など、すべての情報 を電子化 してネ ッ トワー ク上 に流す ことができ

る状態であることを意味す る。 このためには電子的 に統一 されたフ ォーマ ッ トでなければ

な らない。 ただ し、利用機種や利用 ソフ トを限定 した場合 には特定 の ソフ トの ファイル も

利 用可能 となるが、一般的ではない。特に、一般ユ ーザへの公開 とい う視点か らは これ ら

を考慮す る必要はない。

まず、文字情報はテキス ト形式、す なわちASCIIコ ー ドおよび漢字 コー ドで表現 された

ものであ る必要がある。 この点か ら、特定の ワー ドプロセ ッサの固有の ファイル は適当で

はない。 しか しなが ら、すべてのワー ドプロセ ッサはテキス ト形 式での ファイル保存を可

能 に してお り、問題 はない。漢字 コー ドについては用いる計算機 によ ってJISコ ー ド、 シ

フ トJISコ ー ド、 およびEUCコ ー ドが あ るが、 これ につ いてはWWWの ブラ ウザ ソフ トが 自

動的に対応するので問題はない。 ただ し、添字、セ ンタ リングな どの修飾や、 フ ォン トや

サイズの表現仕様にっいては現状 で標準化 されていない。半角のかな、 カタカナは利用で

きない。 また、その計算機特有の文字 など も利用で きない。 この ため特殊文字の利用 は避

ける。

図 と写真はイメー ジとして取 り扱 う。代表的 なイメージの フォーマ ッ トはGIF(Graphics

InterchangeFormat)で ある。 図や写真 はスキ ャナで読 み込 み、 それ をGIFフ ォーマ ッ ト

で保存すれば良 い。利用 しているスキ ャナの保存形式 にGIFフ ォーマ ッ トがサ ポー トされ

て いない場合 には他の形式 で保存 して、 その後 フ ァイル変換 してGIFフ ォーマ ッ トにす る。

たとえば、マ ッキ ン トシュであればPICTフ ァイルで保存 した後、GIFConverterと い うソフ

トでGIFフ ォーマ ッ トに変換す る。GIFフ ォーマ ッ トは最 も一般 的 なイメー ジフォーマ ッ

トであるため、任意の機種 にダウ ンロー ドして表示 させ ることがで きる。 また、WWWブ ラ

ウザを用いれば直接見 ることが可能で ある。

サウ ン ドの ファーマ ッ トには種 々の ものがあ るが、現状 ですべてのプ ラ ッ トフ ォームで

扱 え るもの はSunMicrosystemsのAU形 式であ る。ただ し、 この形式 は8ビ ッ トのサ ンプ リ

ングを用いているため品質が良 くな く、電話程度である。 もっと高 い品質のサウ ン ドを扱

う形式 は存在す るが一般 的でな く、ネ ッ トワークへの公開には適 していない。

動 画は大量の情報を扱 う替わ りに他の方法で は得 られない効果を得 ることが可能 になる。
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材 料 の製 造 方 法 や 試 験方 法 な どを動 画 で 扱 う こ とによ り、 デ ー タベ ー スの 価値 は大 き く増

大 す る。 動 画 は通 常 の ビデ オで 録 画 し、 そ れ をMacintoshのAVモ デル に直 接 入 力 し、 デ ジ

タル フ ァイ ル にで き る。 ま たDOS/WIndowsの パ ソ コ ンで も ビデオ 入 力 用 の 周 辺 装 置が 多 く

市 販 され て お り、 簡単 にデ ジタル フ ァイル が で きる。動 画 の フ ァイル 形 式 で 最 も一 般 的 な

もの はMPEGで あ る。 この た め 、 た とえ ばMacintoshで は 一 般 的 なQuickTime形 式 の フ ァイ

ル をMPEGに 変 換 す る必要 が あ る。UNIXワ ー ク ステ ー シ ョ ンで はMPEGの 再 生 は容 易 で あ る。

現在 の と ころ グ ラ フを直接 扱 う、す なわ ち グラ フを イ メ ー ジ と して で はな く、 ベ ク トル

デ ー タ と して 扱 うた め の共通 の フ ォー マ ッ トはな い。 この た め グラ フ もイ メー ジと して処

理 す る必 要 が あ る。 ま た、書 式 付 け され た 文 字情 報 、す なわ ち フ ォ ン ト、 サ イ ズ、 装 飾 な

どが 施 され た文 字情 報 もイ メ ー ジ と して 扱 う必 要 が あ る。 この場 合 に は ポス トス ク リプ ト

形 式 が最 も標 準 的 で 、 ネ ッ トワー ク上 に 公 開 で きる。 た だ し、 この フ ァイ ル はftpな ど で

フ ァイ ル 転 送 して 利 用 す る に は好 都合 で あ るが 、WWWの ブ ラ ウザ で は扱 え な い。

WWWブ ラ ウ ザ で扱 え て 、 しか もあ る程 度 書 式 付 けがで き、 任 意 の 点 に ジ ャ ンプ で き、 イ

メ ー ジ、 サ ウ ン ド、 そ して動 画 が組 み 込 め 、 しか も他 の コ ンピ ュー タへ の リン ク情 報 を持

つ構 造 化 され た ドキ ュメ ン トはHTML言 語(HyperTextMarkupLanguage)で 記 述 され た も

の で あ る。 この ドキ ュメ ン トと関連 す るイ メ ー ジフ ァイ ル な どを計 算 機 に格 納 し、WWWサ

ーバ ーを 立 ちあ げ る と全世 界 か らそれ らの 情報 を受 け取 る こ とが 可 能 にな る。

3.6研 究 成 果 の ネ ッ トワー ク にお け る公 開

イ ンタ ーネ ッ ト上 に研 究成 果 を公 開 す る方法 と して はwww(WorldWideWeb)の サ ーバ ー

を 立 ち あ げ る の が 最 も効 果 的 で あ る。wwwは1990年 に ス イ ス のCERN(欧 州 粒 子 物 理 研 究

所)が 開 発 した もの で 、 イ ンター ネ ッ ト上 に分 散 して存 在 す る情 報 を クモ の 巣の よ うに互

い に結 び つ けあ って 、 巨大 な情 報空 間 を 作 りだ そ うとす る もの で あ る。 ユ ー ザ は情 報 の リ

ンクを た ど りなが らネ ッ トワ ー クを渡 り歩 くこ とが で き る。 これ こそ が超 分散 デー タ ベ ー

スの 土 台 とな って い る。

Webで ドキ ュ メ ン トを 公 開す る に はサ ー バ ー が 必要 で あ る。 一 方 、 そ の ドキ ュメ ン トを

見 る に はWebの ブ ラ ウザ が必 要 で あ る。 サ ー バ ー は ブラ ウザ に ドキ ュメ ン トや メ デ ィ アを

供 給 す る。 ブラ ウザ と して代 表 的 な もの はMozaicとNetscapeで あ る。

Mozaicは 、 も と も とはUNIXワ ー クス テ ー シ ョンのX-Windowsと い う ソ フ トの た め に作 ら

れ たWebの た め の情 報 ブ ラ ウザ で あ り、 エ ンジ ン部分 は にス イ スのCERNが 開 発 し、 画 面 ま

わ りの部 分 は イ リノイ 大学 のNCSA(NationalCenterforSupercomputingApplications)

が仕 上 げ た もの で 、 イ ンタ ーネ ッ ト上 に 公 開 され て い る。一 方 、NetscapeはNCSAでMosaic

の 開発 に携 わ った 人 がNetscape社 で よ り高度 な ブ ラ ウザ を商 品 化 した もの で あ る。 いず れ

の ブ ラ ウザ もWebサ ーバ ーの 情 報 を極 め て ユ ー ザ フ レン ドリに提 示 して くれ る。

Webの サ ーバ ー は 、 ネ ッ トワー クに 接 続 さ れ た マ シ ン上 で 稼 働 し、Webブ ラ ウザ が接 続

して きて 要 求 を 受 け取 り、指 定 され た フ ァイル を返 送 す る もの で あ る。 サ ーバ ー と プ ラ ウ
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ザはHTTP(HyperTextTransferProtocol)と い うネ ッ トワー クを通 じてハイパ ーテキス ト

を転送す るために特別 に作 られた言語 を用 いて互 いに通信 する。 このためにWebサ ーバ ー

にはHTTPDと 呼ばれ るプ ログラムが動作 して いる必要が ある。

Webの サーバ ー はUNIXワ ークステー シ ョンで も、DOS/Windows、 あるいはMacintoshで

も可能であるが、 イ ンターネ ッ トに直接接続 されていなければな らない。一般的 にはUNIX

ワークステーションが最適である。UNIXで パ ブ リックに入手で きるサーバーは多数あ るが、

最 も広 く用 い られてい るの はCERNのHTTPDとNCSAのHTTPDで ある。

こうしたサーバ ーが立ち上がれば電子 メデ ィア化 された研究成果を世界中に向けて発信

す ることが可能 とな る。一方、サーバー内の研 究成果はWebの ドキ ュメ ン トと して構造化

されていな くてはな らない。

ドキュメ ン トの構造 は図15に 示す 階層構造で も、直線構造で も、あるいはそれ らを組

み合わせた もので も良 いが、多 くの ドキ ュメ ン トはWeb(ク モの巣)型 にな っている。

これは全体的に は統一的な構造を持 たない ドキ ュメ ン トで、ただペー ジ間に リンクが張 ら

れているだけであ る。研究成果の ドキ ュメ ン トは基本的にはこれ ら3種 類の構造 を組み合

わせた もの とな る。材料、試験、結果 とい う一連の構造 は階層構造 に対応 し、一方、結果

だけのブラウジ ングのため には直線構造が必要 になる。そ して、そ うした情報の中で現れ

る周辺関連情報 にはWeb構 造が最適 であ る。
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図15Web関 連文書の構成
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こうした構造を支えて いるのが情 報の リンクである。Webの ドキ ュメ ン トは同一 計算機

内の他の フ ァイルや ネ ッ トワー ク上 の別 の計算機のWebの ドキ ュメ ン トなどに自由に ジャ

ンプす るリンク情報を有 して る。 これ によって、た とえば、試験法の ドキュメ ン トを見て

いるときに別のイメー ジファイルであ る試験片形状の図を参照 した り、あ るいは試験機の

詳細を見 るために試験機 メーカーの計算機 に入 って、公開 されてい る試験機情報を見 るこ

とが極 めて容易 にで きる。あ るいは試験者の リンクをたどって試験実施機関のコ ンピュー

タに入 り、関連す る情 報を集 めること も可能 にな る。Webの ブラウザのユーザは こうした

リンクをマ ウスのボタ ンーっでた どって行 け、現在見てい る情報が どこの研讃機か らの も

のであるかを意識 しな くて良 い。

同一計算機内部の別の ファイルに ジャ ンプす る リンクは単 にその ファイル名が ドキュメ

ン ト中に指定 されてお り、一方 、別の計算機の ファイルであればURL(UniformResorce

Locator)と 呼ばれ るWeb上 の情報を探す ポイ ンタによ って他 の計算機 に要求 を出す。 この

ため、全世界の コンピュータをまさに渡 り歩 くことが可能 になる。

Webの ドキ ュメ ン トは構造化 されてハ イパ ーテキ ス トにな ってい る必要が あ るため、

HTML(HyperTextMarkupLanguage)と いう言語で記述 され る。テキス トに表題 や箇条書 き

など、文章の構造を示す 目印をつ けることをマークア ップとよび、 こうした方法の標準的

な もの と してSGML(StandardGeneralizedMarkupLanguage)と い う規格があ り、HTMLも

それをベースに した言語 である。

HTMLで はヘ ッダ、段落、箇条書 きな どの文章の構造 は記述で きるが、 フ ォン トやサイズ、

あるいはセ ンタ リングなどの ドキュメ ン トの外見を指定す ることはで きない。 これ はブラ

ウザの仕事であって、 この ためブラウザが異な ると ドキュメ ン トの外見が異 なる。 しか し

なが ら、 ドキ ュメ ン トは論理的な構 造 さえ完全に伝達で きれば良 いため、 これは問題 では

ない。む しろ、外見を決め る必要が ないだ け情 報発信 は容易になる。

HTMLに は以上のよ うな欠点 もあ るが、長所 は多い。それは ドキュメ ン トの容量が小さい

ため高速に通信で きる ことである。 また、表示のデバイ スに依存 しないため任意の プラ ッ

トフォームでブライ ジング可能である。 さ らに、HTMLは コマ ン ド数が少ないので誰で もが

容易 に利用 できる。 この最後の点は極 めて重要 である。研究成果のネ ッ トワーク上への発

信が一般のユ ーザにと って容易でないな らば超分散 データベースは絵 に書 いた餅 とな って

しま うか らであ る。

3.7超 耐環境性先進材料ネ ッ トワークデータベースに向けて

これ までの議論でイ ンターネ ッ トを用 いた超 分散型のデータベ ースの有用性が明 らか に

な った。 ここで は本 プロジェク トの材料データベースを こうしたネ ッ トワー クデー タベ ー

スに移行す る提言を行 う。

最初に、ネ ッ トワー ク型の。超耐環境性先進材料 データベースを構 築す るメ リッ トにつ

いて考え る。一般的 なメ リッ トはす でに述べた。 ここでは次の2点 を強調 したい。一つ は、
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各組織体が責任 を持 って情報を発信す ることはこれか らの社会的責務 とな ることである。

そ して、 そのっいで に組織体のPRや 他の伝達 したいことを伝え ることでその組織体 に と

って別の メ リッ トが生 まれ る。重要 なことは、情報 は隠すべ きものではな く、で きるだけ

公開 し、情報社会を実 り多い ものに して行 く必要があ る。

二つ 目のメ リッ トは"死 んだデータベース"で はな く、"生 きてい るデータベース"に

する ことがで きる点であ る。第三者が集積 したデータベースは集積 され た段 階でデータの

関連情報へ の リンクが とだえて しまい、"死 んだデータベ ース"に なるおそれがあ る。一

方、分散ネ ッ トワー クデータベースでは双方向 コ ミュニケーシ ョンが可能 となるため情報

提供者は常 にユーザの反応を見なが らデータベースを改良、発展 させて行 くことがで きる。

情報発信が重要で、データベースがその ポイ ン トになるとこれまで言われて きたが、保守、

管理のゆ きとどかない"死 んだデータベ ース"を いくら積み上 げて も情報の膨大な屑 を生

産 しているに過 ぎない。

しか しなが ら、実 際問題 として こうしたネ ッ トワークデータベ ースを立 ちあげるには現

状ではい くっかの問題が ある。それ らの うち最大の問題 はサーバ ーマ シ ンの問題であ る。

大学や研究所 ではイ ンターネ ッ トに接続 され たコ ンピュータは多 く、す でに種 々のWebサ

ーバーが立ち上が って いる。先進的 な企業ではすでにサーバ ーが立 ち上 が って会社のPR

や求人、あ るいは各種の催 しなどの案内を始 めている。 しか しなが ら、多 くの企業ではイ

ンターネ ッ トをどの ように利用 して行 くかにっ いて全社的な合意がな く、サーバーを立ち

あげ られない場合が多い。

これ について は、企業は至急にイ ンターネ ッ トによる情報公開に関す る全社的なガイ ド

ライ ンをま とめ、それに したが って各部局がそ この責任で情報を発信すべ きであ ると思わ

れ る。Webの スピ リッ トか ら考えれば、集 中的な部局が他 の部局の依頼 を受 けて情報 を一

元的に管理 し、発信すべ きで はない。そ うで はな く、情報発信の基本理念 だけをガイ ドラ

イ ンと して守 るな ら、各部局が 自由にすべ きである。そ して、発信 され る情報の責任 の所

在を明確 に しておけば、 より上位の部局が責任 を取 る必要 もない。 む しろWebは 新聞や雑

誌などのよ うに大量 に発信 されるマスメディアで はな く、必要な人が必要 なときに必要な

情 報を入手す ると言 った個別的通信 に属す るメディアであ り、 これか らの社会で もそ うし

た位 置づ けでの責任 とい うものをユーザ も理解 して行 く必要があると考え られ る。 この点

か らはWebで 発信 され る情報 は署名入 りであ り、 しか もその署名 した人 に レスポンスで き

る双方向 コ ミュニケーシ ョンの場 として考えな くてはな らない。
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付録APRODACOMDBの 構造(参 考用)

今回デ ータ移植を した先進複合材料 データベース(ACMDB)通 称PRODACOM

のデータ構造 を下記に示す。

PRODACOM

PropertyDatabaseofAdvancedCompositeMaterials

1 1

材料

1 1

一

試験条件 引張特性値
一一

一

1
1 1 1

一

積層構成
一

一
試験注釈

一

圧縮特性値
一

1'
1
1

一

材料注釈
一

せん断特性値
一

1
1 1

一

図表
一

衝撃特性値
一

1
1

一
疲労特性値

一
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付録B 開発 した主 プ ログ ラ ム(ACMCG1)の 例

,

'M
anifestConstants

,

,

ConstMAX#CMDARGS=8'

ConstENUM#BUF#SIZE=4096'

'Th
esearethelimitsinthe

ConstMAX#XHDR=100'

ConstMAX#ACCTYPEニ100'

ConstMAX#FORM#TUPLESニ100'

ConstMAX#HUGE#TUPLESニ16'

,

,

,

'T
ypes

,

,

TypeTuple'

keyAsString'

ValueAsString

EndType

TypeHugeTuple

keyAsString

offsetAsLong

lengthAsLong

EndType

,

,

,

'Gl
oba工Constants

,

,

,

,

,

,

,

Max#ofcommandlineargs'・

Keyenumerationbuffer,seeGetProfile()

server'

Max・#of"extra"requestheaders

Max#ofAccept:typesinrequest

Max#formkey=valuepairs

Max#　 huge"formfields

UsedforAccept:and"extra"headers

andforholdingPOSTformkey;valuepairs

Usedfor"huge"formfields

Keyword(decoded)

ByteoffsetintoContentFileofvalue

Lengthofvalue,bytes
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'E
rrorCodes

,

,

Global

Global

Global

Global

Global

Global

Global

Global

Global

Global

Const

Const

Const

Const

Const

Const

Const

Const

Const

Const

ERR#ARGCOUNT=32767

ERR#BAD#REQUEST=32766

ERR#UNAUTHORIZEDニ32765

ERR#PAYMENT#REQUIRED=32764

ERR#FORBIDDEN=32763

ERR#NOT#FOUND=32762

ERR#INTERNAL#ERROR=32761'

ERR#NOT#'IMPLEMENTED=32760

ERR#TOO#BUSYニ32758'

ERR#NO#FIELDニ432757

'HTTP400

'HTTP401

'HTTP402

'HTTP403

'HTTP404

'HTTP500

'HTTP501

'HTTP503(experimental)

'G
etxxxField"nofield"

,

'CGIGl
obalVariables

,

,

,

'St
andardCGIvariables

,

'

Global

Global

Global

Global

Global

Global

Global

Global

Global

Global

Global

Global

Global

Global

CGI#ServerSoftwareAsString

CGI#ServerNameAsString

CGI#ServerPortAsInteger

CGI#RequestProtocolAsString

CGI#ServerAdminAsString

CGI#VersionAsString

CGI#RequestMethodAsString

CGI#LogicalPathAsString

CGI#PhysicalPathAsString

CGI#ExecutablePathAsString

CGI#QueryStringAsString

CGI#RemoteHostAsString

CGI#RemoteAddrAsString

CGI#AuthUserAsString
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Global

Global

Global

Global

,

CGI#TAPUserAsString

CGI#AuthTypeAsString

CGI#ContentTypeAsString

CGI#ContentLengthAsLong

,

'HTTPHeaderArrays

,

,

Global

Global

Global

Global

,

CGI#AcceptTypes(MAX#ACCTYPE)AsTuple

CGI#NumAcCeptTypesAsInteger

CGI#ExtraHeaders(MAX#XHDR)AsTuple

CGI#Nu皿ExtraHeadersAsInteger

'A
ccept:types

'#
ofliveentries

'"E
xtra"headers

'#
ofliveentries

1narray

1narray

,

'POSTF
ormData

,

,

Global

Global

Global

Global

cgi#FormTuples(MAX#FORM#TUPLES)

CGI#NumFormTuplesAsInteger

CGI#HugeTuples(MAX#HUGE#TUPLES)

CGI#NumHugeTuplesAsInteger

AsTuple'POSTformkey=valuepairs

'#
ofliveentriesinarray

AsHugeTuple'Form　 hugetuples

'#
ofliveentriesinarray

,

,

'S
ystemVariables

,

,

Global

Global

Global

CGI#ContentFileAsString

CGI#OutputFileAsString

CGI#DebugModeAsInteger

'C
ontent/Inputfilepathname

'O
utputfilepathname

'S
criptTracingflagfromserver

DimbufAsString

,

,
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,

'Wi
ndowsAPIDeclarations

,

,

'NOTE
:DeclarationofGetPrivateProfileStringisspeciallydoneto

す ロ ロ
permltenumeratlonofkeysby.passingNULLkeyvalue.SeeGetProfile().

,

DeclareFunctionGetPrivateProfileStringLib"Kernel"(ByVallpSectionAsString,

ByVallpKeyNameAsAny,ByVallpDefaultAsString,ByVallpReturnedStringAsStr

ing,ByValnSizeAsInteger,ByVallpFileNameAsString)AsInteger

,

,

,

'L
ocalVariables

,

,

DimCGI#ProfileFileAsString'Profilefilepathname

DimCGI#ContentFNAsInteger'Content/Inputfilenumber

DimCGI#OutputFNAsInteger'Outputfilenumber

DimErrorStringAsString

以下一部省略

Seek#CGI#OutputFN,1'Rewindoutputfilejustincase

Send("HTTP/1.05001nternalError")

Send("MIME-Version:1.0")

Sendぐ'Content-type:text/html")

Sendぐ'")

Send("〈HTML>")

Send("〈HEAD>")

Send("〈TITLE>Errorin"十CGI#ExecutablePath十"〈/TITLE>")

Send("〈H1>Errorin"十CGI#ExecutablePath十"〈/H1>")

Sendぐ'〈/HEAD>")

Send("〈BODY>")

Send("AninternalVisualBasicerrorhasoccurredin"十CGI#ExecutablePath

十ff.〈P>tf)
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Send

Send

Send

Send

Send

Send

Send

Send

Send

C'〈PRE>"十ErrorString十f'〈/PRE>")

("〈1>Please〈/1>notewhatyouweredoingwhenthisproblemoccurred;'f)

("sowecanidentifyandcorrectit.WritedowntheWebpageyouwere

using,!f)

("anydatayoumayhaveenteredintoaformorsearchbox,and　 )

("anythingelsethatmayhelp'usduplicate ,theproblem.Thencontact

the")

("admini .stratorofthisservice:")

("〈AHREF=''"mailto:"&CGI#ServerAdmin&"・)'"〉")

(v!〈ADDRESS>&lt;"十.CGI#ServerAdmin十"&gt;〈/ADDRESS>")

("〈/A>〈/BODY>〈/HTML>")

Close#CGI#ContentFN

Close#CGI#OutputFN

End

,

End

,

Sub

'T
erminatetheprogram

,

,

以下一部省略

,

,

PrivateSubGetFormTuples()

DimsListAsString

DimIAsInteger,jAs

DimlAsInteger,nAs

DimsAsLong

DimbufAsString

DimextNameAsString

DimextFileAsInteger

DimextLenAsLong

Integer,kAsInteger

Integer
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n=0'Indexinarray

,、

'D
otheeasyonefirst:[FormLiteral],

sList=GetProfile("FormLiteral",・''")'Getkeylist'

1=Len(sList)'Lengthincl.trailingnull

I=1'Startatlstcharacter

DoWhile((1〈1)And(n〈MAX#FORM#TUPLES))'SafetystoP'here

j=InStr(1,sList,Chr$(0))'J->nextnull

cgi#For皿Tuples(n).key=Mid$(sList,1,j-1)'GetKey,thenvalue

cgi#FormTuples(n).Value=GetProfile("For皿Literal",cgi#FormTuples('n).

key)

1=j+1'BumpPointer

n=n十1'Bumparrayindex

LoOP

,

'No
wdotheexternalones:[FormExternal]

,

sList=GetProfile("FormExternal",''")'Getkeylist

l=Len(sList)・'Lengthincl.trailingnull

I=1'Startatlstcharacter

extFile=FreeFile

DoWhile((1〈1)And(n〈MAX#FORM#TUPLES))'Safetystophere

j=InStr(1,sList,Chr$(0))'J->nextnull

cgi#FormTuples(n).key=Mid$(sList,1,j-1)'GetKey,thenpathname

buf=GetProfile("FormExternal",cgi#FormTuples(n).key)

k=InStr(buf,''")'Splitfile&length

extNameニMid$(buf,1,k-1)'Pathname

k=k十1

以 下 一 部 省 略

ForI=OTo13

TandFsize(1)ニTandF(1十1)-TandF(1)

NextI

TandFsize(13)=FNUM-TandF(13)
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Fields(0)

Fields(1)

Fields(2)

Fields(3)

Fields(4)

Fields(5)

Fields(6)

Fields(7)

Fields(8)

Fields(9)

Fields(10)

Fields(11)

Fields(12)

Fields(13)

Fields(14)

Fields(15)

Fields(16)

Fields(17)

Fields(18)

Fields(19)

Fields(20)

Fields(21)

Fields(22)

Fields(23)

Fields(24)=

Fields(25)=

Fields(26)=

Fields(27)=

Fields(28)=

Fields(29)=

"SOZAI
.番 号"

"SOZAI
.所 属"

"SOZAI
.企 業"

"SOZAI
.作 成 者"

"SOZAI
.作 成 日付"

"SOZAI
.整 理 番 号"

"SOZAI
.複 合 系"

"SOZAI
.強 化 繊 維"

"SOZAI
.マ トリックス!!

"SOZAI
.構 成 材 料 名"

"SOZAI
.強 化 繊 維 名"

"SOZAI
.マ トリックス名"

"SOZAI
.積 層 構 成"

"SOZAI
.繊 維 配 向 角"

"SOZAI
.Vf"'

"SOZAI
.VOID　 '

"SOZAI
.to'"

"SOZAI
.N"'

"SOZAI
.板 厚"'

"SOZAI
.硬 化 条 件"

"SOZAI
.C"

"SOZAI
.D"

"SOZAI
.L"

"SOZAI
.R"

"SEKISOU
.番 号"

"SEKISOU
.積 層 構 成"

"SEKISOU
.M#L"

"KOUKA
.番 号"

"KOUKA
.硬 化 条 件"

"KOUKA
.M#L"

Fields(30)・"ZAIRYOU.番 号"

Fields(31)・"ZAIRYOU.注 釈"
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Fields(32)="ZAIRYOU#M#L"

Fields(33)

Fields(34)

Fields(35)

Fields(36)

Fields(37)

Fields(38)

Fields(39)

Fields(40)

Fields(41)

Fields(42)

Fields(43)

Fields(44)

Fields(45)

Fields(46)

Fields(47)

Fields(48)

"SIKENT
.番 号"

"SIKENT
.試 験 注 釈"

"SIKENT
.T#L"

"SIKENT
.M#L"

"SIKENJ
.番 号"

"SIKENJ
.試 験 項 目"

"SIKENJ
.試 験 種 別"

"SIKENJ
.試 験 法"

"SIKENJ
.試 験 片"

"SIKENJ
.試 験 環 境"

"SIKENJ
.温 度 分 類"

"SIKENJ
.雰 囲 気"

"SIKENJ
.試 験 方 向"

　SIKENJ
.P#L　

"SIKENJ
.M#L"

"SIKENJ
.R"

Fields(49)

Fields(50)

Fields(51)

Fields(52)

Fields(53)

Fields(54)

Fields(55)

Fields(56)

Fields(57)

Fields(58)

Fields(59)

Fields(60)

"HIPPARL番 号"

"HIPPARI
.試 験 片 番 号"

"HIPPARI
.試 験 環 境"

"HIPPARI
.温 度"

"HIPPARI
.試 験 方 向"

"HIPPARI
.方 向"

"HIPPARI
.引 張 強 度"

"HIPPARI
.破 断 歪"

"HIPPARI
.弾 性 率"

"HIPPARI
.注 釈"

"HIPPARI
.T#L"

"HIPPARI
.M#L"

,

,

,

,

Fields(61)・"ASSHUKU.番 号"

Fields(62)・"ASSHUKU.試 験 片 番 号"
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Fields(63);"ASSHUKU.言 式,験環 境"

Fields(64)="ASSHUKU.温 度"

Fields(65)・"ASSHUKU.試 験 方 向"

Fields(66)="ASSHUKU.方 向"

以 下 一 部 省 略

,

EndSub

SubInitializeUnits()

DimFileNumAsInteger

DimIAsInteger

DimstrngAsString

Dima,bAsInteger

FileNum=FreeFile

Open"c:¥httpd¥env¥unit.dat"ForInputAsFileNum

I=O

DoWhileNotEOF(FileNum)

1=1十1

1nput#FileNum,strng

a=InStr(strng,''")

b;InStr(strng,"#")

UnitTag(1)=Left$(strng,a-1)

UnitVal(1)=Val(Mid$(strng,a,b-a))

UnitName(1)=Right$(strng,Len(strng)-b)

LoOP

UnitNum=I

CIose#FileNum

EndSub

StaticFunctionJMid$(aText$,

Dimtpa,chAsString

tpa=Mid$(aText$,aStart%,

ch$=Right$(tpa,1)

aStart%,aCount%)

aCount%)
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If(Asc(ch$)〉&H80AndAsc(ch$)

&HFD)Then

ch$=Mid$(aText$,aStart%+

tpa=tpa+ch$

aCount%=aCount%十1

EndIf

JMid$;tpa

EndFunction

〈&HAO)Or(Asc(ch$)〉&HDFAndAsc(ch$)〈

aCount%,1)

,

,

'
main()-CGIscriptback-endmainprocedure

,

'Thi
sisthemain()fortheVBbackend.Notecarefullyhowtheerror

'h
andlingissetup,andhowprogramcleanupisdone.

,

SubMain()

OnErrorGoToErrorHandler

'L
oadForm1

'F
orm1.ShowO

InitializeAry

InitializeCGI

InitializeUnitS

'C
reatetheCGIenvironment

,

CGI#Main

,

'E
xecutetheactual"script"

Cleanup:

Close#CGI#ContentFN

CIose#CGI#OutputFN
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ExitSub'Endtheprogramt

,

ErrorHandler:

ErrorString=Error$'SavethisNOW!

OnErrorGoToO'Preventrecursion

ErrorHandler(Err)'GenerateHTTPerrorresultResumeCleanup

ResumeCleanup

,

EndSub

,
_____________________________二________________________________________

,

'S
end()-Shortcutforwritingtooutputfile

,

,

SubSend(sAsString)

Print#CGI#OutputFN,s

EndSub

以下全て省略」
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録付

,

C 開 発 した表 示部 プ ログ ラム(ACMDISP)の 例

,

,

,

ManifestConstants

ConstMAX#CMDARGS=8'

ConstENUM#BUF#SIZE=4096'

'Th
esearethelimitsinthe

ConstMAX#XHDRニ100'

ConstMAX#ACCTYPE=100'

ConstMAX#FORM#TUPLESニ100'

ConstMAX#HUGE#TUPLES=16'

,

以下 一 部 省 略'

SubMakeHtml()

End

,

,

,

,

Send

Send

Send

Send

Send

Send

Send

Send

Send

Send

Send

Send

Sub

Max#ofcommandlineargs

Keyenumerationbuffer,seeGetProfile()

server

Max#of"extra　 requestheaders

Max#ofAccept:typesinrequest

Max#formkey=valuepairs

Max#"huge"formfields

("Content-type:text/htmr')

("")

("〈HTML>")

("〈HEAD>")

("〈TITLE>表 示 設 定 完 了 〈/TITLE>")

("〈H1>表 示 設 定 が 完 了 し ま した 。 〈/H1>")

("〈/HEAD>")

C'〈BODY>")

("〈LI>〈AHREF・""/index.htm#table""〉 〈B>材 料 デ ー タ ベ ー ス テ ー プ ル ー 覧 〈/B>

〈/A>")

("〈LI>〈AHREF・""/index.htm#search""〉 〈B>一 般 検 索 〈/B>〈/A>")

("〈LI>〈AHREF・""/index.htm#sql""〉 〈B>SQL形 式 に よ る検 索 〈/B>〈/A>")

(・〈/A>〈/BODY>〈/HTML>・)'

SendO Shortcutforwritingtooutputfile

－58一



Sub Send (s As String)

Print　#CGI#OutputFN, s

End Sub

'以下全て省略
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付録D 開発 した単位換算部 プログ ラム(ACMUNIT)の 例

,

'M
anifestConstants

,

,

ConstMAX#CMDARGS=8'Max#ofcommandlineargs

ConstENUM#BUF#SIZE=4096'Keyenumerationbuffer,seeGetProfileO

'Th
esearethelimitsintheserver

ConstMAX#XHDR=100'Max#of"extra　 requestheaders

ConstMAX#ACCTYPE=100'Max#ofAccept:typesinrequest

ConstMAX#FORM#TUPLES=100'Max#formkey=valuepairs

ConstMAX#HUGE#TUPLBS=16'Max#"huge"formfields

,

以 下 一 部 省 略'

extFile=FreeFile

DoWhile((i〈1)And(n〈MAX#FORM#TUPLES))'Safetystophere

J=InStr(i,sList,Chr$(0))'J->nextnull

cgi#FormTuples(n).keyニMid$(sList,i,J-i)'GetKey,thenpathname

buf=GetProfile("FormExternal",cgi#FormTuples(n).key)

k=InStr(buf,'!")'Splitfile&length

extName=Mid$(buf,1,k-1)'Pathname

k=k十1

extLenニCLng(Mid$(buf,k,Len(buf)-k+1))'Length

,

'U
sefeatureofGETtoreadcontentinonecall

,

OpenextNameForBinaryAccessReadAs#extFile

cgi#FormTuples(n).value=String$(extLen,''")'Breathein...

Get#extFile,,cgi#FormTuples(n).value'GULP1

Close#extFile

i=J十1'BumpPointer

n=n十1'Bumparrayindex

LoOP

CGI#NumFormTuples=n
'N
umberoffieldsdecoded
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n=0'Resetcounter

,

'Fi
nally,the[FormHuge]section.Willthisevergetexecuted?

,

sList=GetProfile("FormHuge",''")'Getkeylist

l=Len(sList)'Lengthinc1.trailingnull

i=1'Startatlstcharacter

DoWhile((i〈1)And(n〈MAX#FORM#TUPLES))'Safetystophere

J=InStr(i,sList,Chr$(0))'J->nextnull

CGI#HugeTuples(n).key=Mid$(sList,i,J-i)'GetKey

buf=GetProfile("Form'Huge",CGI#HugeTuples(n).key)'"offsetlength"

k=InStr(buf,''")'Delimiter

CGI#HugeTuples(n).offset=CLng(Mid$(buf,1,(k-1)))

CGI#HugeTuples(n).length=CLng(Mid$(buf,k,(Len(buf)-k+1)))

i=J十1"Bumppointer

n=n十1'Bumparrayindex

LoOP

CGI#NumHugeTuples=n'Fillinglobalcount

EndSub

,

以下一部省略'
,
______________________二________________________________________________

SubInitializeCGI()

DimsectAsString

DimargcAsInteger

Staticargv(MAX#CMDARGS)AsString

DimbufAsString

Dimi,JAsInteger

DimCntT,CntFAsInteger

度

度

強

温

=

=

)

)

-

∩乙

(

(

【b

S

↓
I
U

」†
し
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1

●l

n

n

U

U
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CGI#DebugMode=True'

CGI#ContentFN=FreeFile

CGI#OutputFN・=FreeFile

Initializationerrorsareverybad

,
'P
arsethecommandline. 、Weneedtheprofilefile.name(duh!)

'
andtheoutputfilenameNOW,sowecanreturnanyerrorswe

,

trap.Theerrorhandlerwritestotheoutputfile.

,

argc=GetArgs(argv())

CGI#ProfileFile=argv(0)

DispFN=FreeFile

Open"c:¥httpd¥env¥unit.dat" ForOutputAccessWriteAs#DispFN

sectニ 　FormLiteral"

Fori=1ToUNITNUM

buf=GetProfile(sect,Units(i))

Print#DispFN,Units(i)十''"十buf

Nexti

Close#DispFN

'カ ウ ン トの チ
ェ ッ ク

'HTML
message

CGI#OutputFile=argv(2)

OpenCGI#OutputFileForOutputAcceSsWrite As#CGI#OutputFN

EndSub

,

,

,

,

,

mainO CGIscriptback-endmainprocedure

Thisisthemain()fortheVBbackend.Notecarefullyhowthe error
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,

,

handlingissetup,andhowprogramcleanupisdone.

SubMain()

以 下 一 部 省 略'

SubMakeHtml

dnE

,

d

d

d

d

d

d

d

d

d

n

n

n

n

n

n

n

n

n

e

e

e

e

e

e

e

e

e

S

S

S

S

S

S

S

S

S

d

d

d

n

n

n

L
U

ρ
∨

0)

e

U

S

O
O

S

S

o

("Content-type:text/html")

("")

ぐ'〈HTML>")

("〈HEAD>")

("〈TITLE>単 位 設 定 〈/TITLE>")

("〈H1>単 位 設 定 が 完 了 しま した 。 〈/H1>")

("〈/HEAD>")

("〈BODY>fV)

("〈LI>〈AHREF・""/index.htm#table""〉 〈B>材 料 デ ー タ ベ ー ス テ ー プ ル ー 覧 〈/B>

〈/A>")

("〈LI>〈AHREF=""/index.htm#search""〉 〈B>一 般 検 索 〈/B>〈/A>")

("〈LI>〈AHREF・""/index.htm#sql""〉 〈B>SQL形 式 に よ る検 索 〈/B>〈/A>")

("〈/BODY>〈/HTML>")
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SendO Shortcutforwritingtooutputfile

SubSend(sAsString)

Print#CGI#OutputFN,s

EndSub

'以 下全 て省略
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